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本
市
の
平
成
18
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
り

ま
し
て
は
、
政
府
予
算
や
地
方
財
政
収
支
見
通

し
の
概
要
等
を
十
分
踏
ま
え
、
昨
年
11
月
に
策

定
し
ま
し
た
対
馬
市
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ

く
、
新
し
い
地
方
の
時
代
に
対
応
し
た
事
務
事

業
及
び
組
織
・
機
構
の
見
直
し
、
民
間
委
託
等

を
推
進
し
、
行
政
の
効
率
化
と
歳
出
の
徹
底
し

た
見
直
し
に
よ
る
財
政
再
建
に
努
め
、
新
市
建

設
計
画
に
基
づ
き
、
「
ア
ジ
ア
に
発
信
す
る
歴

史
海
道
都
市
」
の
実
現
に
向
け
て
努
め
る
と
と

も
に
、
住
民
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
基
本

方
針
と
し
て
お
り
ま
す
。

◎
福
祉
関
係�

　
本
年
度
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
相
談
支

援
及
び
地
域
生
活
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
確

保
に
関
す
る
基
本
と
な
る
「
障
害
者
福
祉
計

画
」
等
を
作
成
し
ま
す
。

　
ま
た
、
障
害
者
自
ら
が
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
、

事
業
所
や
施
設
と
の
契
約
に
基
づ
き
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
支
援
費
制
度
の
ほ
か
、
す
べ
て
の

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
に
努

め
る
た
め
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

委
託
、
精
神
障
害
者
地
域
活
動
支
援
事
業
補
助
、

更
生
医
療
給
付
費
、
母
子
福
祉
医
療
費
、
身
体

障
害
者
施
設
支
援
費
、
知
的
障
害
者
施
設
支
援

費
等
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
市
民
を
支

援
す
る
た
め
、
母
子
保
健
事
業
及
び
老
人
保
健

事
業
検
診
等
を
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
度
か
ら
老
人
保
健
事
業
の
各
種

検
診
に
要
す
る
経
費
の
約
３
割
を
個
人
負
担
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
種
疾
病
の
予
防
策
と

し
て
、
予
防
接
種
事
業
及
び
結
核
検
診
事
業
の

実
施
等
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

◎
生
活
環
境
・
廃
棄
物
関
係
　

　
生
活
環
境
の
改
善
や
廃
棄
物
の
適
正
処
理
な

ど
の
環
境
保
全
の
た
め
、
火
葬
場
管
理
委
託
、

ご
み
堆
肥
化
容
器
設
置
補
助
、
使
用
済
み
自
動

車
等
海
上
輸
送
費
補
助
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
補
助
等
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

◎
消
防
・
防
災
関
係
　

　
消
防
・
防
災
無
線
施
設
や
機
器
の
整
備
を
行

い
、
地
域
防
災
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
消

火
栓
設
置
負
担
金
、
対
馬
市
分
会
補
助
及
び
消

防
団
運
営
費
及
び
防
災
無
線
運
営
費
等
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

◎
国
民
保
護
計
画

　
本
年
度
に
「
国
民
保
護
計
画
」
を
策
定
し
ま

す
。
国
が
定
め
る
基
本
指
針
に
基
づ
い
て
、
市

の
地
域
に
係
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
の

総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
事
項
を
盛
り
込
ん
だ

計
画
を
作
成
し
ま
す
。

　
対
馬
の
自
然
を
生
か
し
た
観
光
開
発
と
、
市

民
の
所
得
の
向
上
と
農
道
、
林
道
、
漁
場
、
港

湾
漁
港
の
整
備
改
善
や
栽
培
漁
業
の
推
進
を
図

り
ま
す
。

◎
農
林
業
関
係
　

　
そ
ば
生
産
出
荷
奨
励
事
業
補
助
、
な
が
さ
き

「
食
と
農
」
支
援
事
業
補
助
、
イ
ノ
シ
シ
捕
獲

委
託
、
家
畜
導
入
事
業
資
金
供
給
事
業
補
助
、

林
道
整
備
事
業
、
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交

付
金
等
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
「
対
馬
し
い
た
け
」
を
島
の
基
幹

産
業
と
し
て
、
と
こ
と
ん
復
活
さ
せ
る
た
め
、

大
型
生
産
団
地
導
入
事
業
、
対
馬
し
い
た
け
需

要
拡
大
支
援
事
業
、
マ
イ
ス
タ
ー
活
動
支
援
事

業
、
対
馬
し
い
た
け
特
派
員
活
動
支
援
事
業
及

び
オ
ー
ナ
ー
制
度
導
入
支
援
事
業
等
に
対
し
て

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◎
水
産
業
関
係

　
離
島
の
漁
業
を
元
気
に
し
て
、
水
産
業
と
漁

村
の
果
た
し
て
い
る
役
割
や
機
能
の
維
持
・
増

大
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
離
島
漁
業
再
生
支
援

交
付
金
を
は
じ
め
、
漁
業
等
近
代
化
対
策
事
業
、

後
継
者
対
策
事
業
、
漁
港
整
備
事
業
及
び
県
営

漁
港
整
備
事
業
負
担
金
等
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

◎
商
工
観
光
関
係�

　
対
馬
ア
リ
ラ
ン
祭
振
興
会
補
助
、
朝
鮮
通
信

使
行
列
振
興
会
運
営
補
助
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
マ

ラ
ソ
ン
開
催
補
助
、
ひ
と
つ
ば
た
ご
祭
り
補
助
、

あ
じ
さ
い
・
パ
ラ
グ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
大
会
補
助
、

茂
木
浜
海
水
浴
場
整
備
、
公
園
管
理
委
託
等
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

◎
道
路
・
港
湾
関
係�

　
各
種
の
補
助
事
業
や
起
債
事
業
を
活
用
し
、

生
活
道
路
の
機
能
を
担
う
市
道
の
整
備
を
進
め

る
た
め
、
久
田
日
掛
線
、
尾
浦
線
、
赤
島
線
、

竹
敷
昼
ケ
浦
線
、
和
板
糸
瀬
線
、
佐
保
田
線
、

茂
木
線
、
殿
崎
線
、
仁
田
志
多
留
線
等
の
改
良

及
び
国
県
道
整
備
事
業
負
担
金
等
を
計
上
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
対

馬
市
佐
須
坂
ト
ン
ネ
ル
整
備
促
進
期
成
会
負
担

金
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
港
湾
関
係
で
は
、
厳
原
港
駐
車
場
案
内
板
設

置
及
び
峰
港
湾
関
連
施
設
整
備
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

一
　
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
ま
ち
づ
く
り

二
　
生
産
と
活
発
な
交
流
の

　
　
ま
ち
づ
く
り

施
政
方
針
�

平
成
18
年
度
�

（
抜
粋
）
�

平
成
18
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
始
ま
っ
た
３
月
６
日
、
松
村
市
長
は
、�

平
成
18
年
度
の
施
政
方
針
と
予
算
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。�

�

施
政
方
針
�
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子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
心
を
育
め
る
よ
う
な

生
活
体
験
や
社
会
体
験
の
機
会
を
与
え
、
個
性

を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
教
育
を
推
進
す
る
た
め

に
、
施
設
・
設
備
の
整
備
等
を
進
め
ま
す
。

◎
学
校
教
育
関
係

　
離
島
留
学
生
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
補
助
、
小
・
中

学
校
教
育
研
究
会
補
助
、
教
育
用
備
品
・
学
校

図
書
購
入
、
総
合
学
習
事
業
補
助
、
心
の
教
室

相
談
員
設
置
、
英
語
指
導
助
手
及
び
高
校
生
遠

距
離
通
学
費
補
助
等
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
際
化
時
代
に
対
応
し
た
「
対
馬
な

ら
で
は
の
教
育
」
や
「
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
」

に
努
め
る
た
め
、
韓
国
の
中
学
校
と
姉
妹
校
関

係
に
あ
る
３
中
学
校
と
の
日
韓
交
流
教
育
促
進

事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
本
年
度
は
、
学
校
の
外
部
評
価
の

実
施
と
結
果
の
公
表
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
構
築

を
目
指
し
て
、
学
校
評
価
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
実
践

研
究
委
託
を
行
い
ま
す
。

◎
生
涯
学
習
関
係

　
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
市
民
自
ら
学
習
す
る

意
欲
と
能
力
を
養
う
生
涯
学
習
活
動
を
支
援
す

る
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
公
民
館
講
座
の

開
催
を
行
う
ほ
か
、
対
馬
島
郷
土
芸
能
保
存
会

補
助
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
振
興
補
助
、
青
少
年
健

全
育
成
協
議
会
補
助
、
清
水
山
城
跡
ほ
か
保
存

整
備
事
業
、
公
会
堂
行
事
開
催
委
託
及
び
県
立

対
馬
青
年
の
家
運
営
費
負
担
等
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
年
の
10
月
に
は
、
市
の
文
化
施

設
と
商
業
施
設
が
融
合
し
た
「
対
馬
市
交
流
セ

ン
タ
ー
」
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
図
書

館
、
文
化
会
館
、
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
、

商
業
専
門
店
の
複
合
施
設
で
す
。
対
馬
の
首
都

に
ふ
さ
わ
し
い
、
出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
・
芸
術

・
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
国
際
交
流
員
の
設
置
を
は
じ
め
、
蔚
州
郡
及

び
影
島
区
と
の
交
流
事
業
、
対
馬
ち
ん
ぐ
音
楽

祭
運
営
補
助
、
国
境
マ
ラ
ソ
ン
IN
対
馬
開
催
補

助
、
隔
年
で
実
施
さ
れ
て
い
る
日
韓
交
流
写
真

美
術
展
開
催
補
助
及
び
国
際
航
路
利
用
促
進
事

業
補
助
等
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

◎
対
馬
市
民
球
団

　
対
馬
市
民
球
団
「
対
馬
ま
さ
か
り
ド
リ
ー
ム

ス
」
を
運
営
し
ま
す
。
親
善
野
球
大
会
を
は
じ

め
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
野
球
教
室
や

少
年
野
球
の
指
導
者
育
成
の
た
め
の
野
球
教
室

な
ど
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
４
月
22
日
、
23

日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
「
対
馬
ま
さ
か
り
ド

リ
ー
ム
ス
・
デ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

◎
テ
レ
ビ
・
携
帯
電
話

　
「
多
元
情
報
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
に
向
け
て
、

有
線
テ
レ
ビ
施
設
整
備
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
携
帯
電
話
の
不
通
話
地
域
の
豊
玉
町

水
崎
地
区
、
上
対
馬
町
芦
見
・
一
重
・
小
鹿
地

区
及
び
峰
町
志
越
地
区
の
解
消
を
図
る
た
め
、

移
動
通
信
鉄
塔
施
設
整
備
事
業
を
進
め
ま
す
。

◎
政
策
提
言

　
昨
年
度
か
ら
対
馬
市
の
振
興
、
活
力
あ
る
し

ま
づ
く
り
方
策
に
つ
い
て
の
政
策
提
言
機
関
と

し
て
「
対
馬
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
東
京
会
議
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
年
４
回
開
催

し
、
今
後
の
対
馬
市
の
あ
り
方
を
展
望
し
、
し

ま
の
振
興
・
活
性
化
に
つ
な
が
る
重
点
施
策
の

審
議
検
討
を
行
い
、
そ
の
提
言
を
今
後
の
元
気

な
し
ま
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
と
は
「
再
生
可
能
な
、
生
物
由

来
の
有
機
性
資
源
で
化
石
資
源
を
除
い
た
も

の
」
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
対
馬
は
、
約
90
パ
ー

セ
ン
ト
が
山
林
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
で
る
小
径

木
や
風
倒
木
な
ど
を
燃
焼
さ
せ
て
、
新
し
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
馬
市
に
お
い
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
発
生
か
ら

利
用
ま
で
が
効
率
的
な
プ
ロ
セ
ス
で
結
ば
れ
た

総
合
的
利
活
用
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
、
安
定

的
か
つ
適
切
な
利
活
用
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
地
域
か
ど
う
か
、
構
想
書
を
作
成
い

た
し
ま
す
。

　
対
馬
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
か
ら
の
答
申

を
受
け
、
昨
年
11
月
に
「
対
馬
市
行
政
改
革
大

綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
「
市
民
の
信
頼
」
と

「
地
域
経
営
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
最
上
位
の

目
標
と
し
て
「
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
対
馬
地
域

経
営
戦
略
本
部
」
を
目
指
す
こ
と
と
し
、
改
革

を
進
め
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
対
馬
市
総
合
計
画
に
よ
る
対
馬

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
併
せ
、
市
民
と
の

協
働
、
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
簡
素
で
効
率

的
な
組
織
運
営
、
安
定
し
た
財
政
運
営
の
確
立
、

挑
戦
し
行
動
す
る
職
員
の
育
成
、
地
域
経
営
戦

略
の
立
案
と
実
行
の
仕
組
み
づ
く
り
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　　
前
年
度
に
引
き
続
き
大
幅
な
財
源
不
足
の
状

況
の
中
、
特
に
、
財
政
再
建
を
目
的
と
す
る
様

々
な
制
度
の
改
革
は
、
市
民
の
皆
様
に
痛
み
を

強
い
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
判
断
に
苦
慮
す
る

こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
現
状
の
ま
ま
で
推
移
し
ま
す
と
市

財
政
は
赤
字
に
陥
り
、
市
民
の
皆
様
に
負
担
増

や
我
慢
を
強
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
は
健

全
な
本
市
の
行
財
政
運
営
の
確
立
に
向
け
て
、

英
断
を
持
っ
て
改
革
を
実
行
す
る
固
い
決
意
で

あ
り
ま
す
。

　
国
や
県
の
動
向
を
十
分
に
見
極
め
て
「
対
馬

市
総
合
整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、
政
策
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
豊
か
な
自

然
や
歴
史
・
文
化
を
生
か
し
た
「
快
適
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
魅
力
あ
る
対
馬
市
」
の
創
造
を

目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
諸
施
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
市
民

の
皆
さ
ん
の
声
を
良
く
聞
き
、
楽
し
く
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
最
大
限
の

努
力
を
い
た
す
所
存
で
す
。

三
　
心
豊
か
な

　
　
人
づ
く
り

四
　
国
際
交
流
の
広
が
る

　
　
ま
ち
づ
く
り

五
　
未
来
に
つ
な
が
る

　
　
元
気
な
対
馬
づ
く
り

六
　
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

　
　
策
定

七
　
行
政
改
革
の

　
　
推
進
に
つ
い
て

ウ
ル
ジ
ュ

ヨ
ン
ド
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３
月
議
会
で
可
決
さ
れ
た
対

馬
市
の
平
成
18
年
度
当
初
予
算

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

　
平
成
16
年
度
、
平
成
17
年
度

の
当
初
予
算
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

31
億
円
、
24
億
円
の
財
源
不
足

を
基
金
（
貯
金
）
取
り
崩
し
に

よ
り
辛
う
じ
て
編
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
昨
年
９
月
、
平

成
22
年
度
ま
で
に
基
金
取
り
崩

し
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
標

と
す
る
中
期
財
政
計
画
を
策
定

し
、
財
政
健
全
化
へ
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。�

　
こ
の
計
画
の
初
年
度
と
な
る

平
成
18
年
度
予
算
は
、
財
政
健

全
化
へ
の
道
筋
を
つ
け
る
予
算

で
あ
り
、
一
部
負
担
金
の
見
直

し
、
行
政
経
費
コ
ス
ト
削
減
、

建
設
事
業
費
抑
制
な
ど
、
一
般

会
計
で
は
前
年
度
比
11
・
6
%

減
の
超
緊
縮
型
予
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。�

�

　
平
成
18
年
度
の
予
算
規
模
は
、

一
般
会
計
が
3
2
4
億
円
（
対

前
年
比
42
億
4
’
6
0
0
万
円

減
、
△
11
・
6
%
）
で
、
11
の

特
別
会
計
を
併
せ
る
と
総
額

4
7
2
億
3
’6
0
4
万
円（
対

前
年
比
30
億
5
’
2
6
0
万
円

減
、
△
6
・
1
%
）
で
す
。   

　基
金
（
貯
金
）
取
り
崩
し
は
15
億
円

　
一
般
会
計
の
歳
入
（
グ
ラ
フ
①
）
に
つ
い

て
、
自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
市
税
は
、
定
率

減
税
の
縮
小
に
よ
り
市
民
税
は
増
と
な
る
も

の
の
、
固
定
資
産
税
、
た
ば
こ
税
の
減
に
よ

り
、
全
体
で
29
億
2
’7

1
6
万
円
（
1
’

5

4
4
万
円
減
、
△
0
・
5
%
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
依
存
財
源
で
減
少
額
が
大
き
い
の
は
、
国

庫
支
出
金
、
県
支
出
金
で
、
合
併
支
援
関
係

補
助
金
の
縮
小
（
約
3
億
円
減
）、漁
港
整
備

事
業
費
の
縮
小
（
約
18
億
円
減
）、道
路
整
備

の
縮
小
（
約
4
億
円
減
）
が
主
な
要
因
で
す
。

　
ま
た
将
来
の
財
政
負
担
と
な
る
市
債
（
借

入
金
）
は
建
設
事
業
費
を
抑
制
し
た
た
め
49

億
1
8
0
万
円
（
6
億
6
’

8
9
0
万
円

減
）
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
合
併
特
例

債
は
30
億
3
’

6
8
0
万
円
（
17
億
3
’

2

0
0
万
円
増
）
で
市
街
地
再
開
発
、
有
線
テ

レ
ビ
施
設
整
備
、
峰
港
湾
施
設
整
備
事
業
な

ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
財
源
不
足
を
補
う
繰
入
金
（
基
金
取
り
崩

し
）
は
、
15
億
2
’

1
4
3
万
円
（
△
35
・

6
%
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
財
源
不
足
を
補
う
た
め
の
基

金
の
残
高
は
約
8
億
円
（
18
年
度
当
初
見
込

み
）
ま
で
減
少
し
、
次
年
度
以
降
さ
ら
に
厳

し
い
財
政
状
況
が
続
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

財政健全化へ向けて前年度比11.6%減の超緊縮型予算��
�

　一般会計予算 　324億円�

総務費
男女共同参画計画策定
国民保護計画策定
有線テレビ施設整備
（センター施設、伝送施設115km、情報発信装置他）
携帯電話鉄塔施設整備
（芦見、一重、小鹿、志越、水崎）
市民球団運営
対馬振興プロジェクト東京会議
廃校利活用事業
民生費
障害者福祉計画策定
社会福祉協議会補助
国保・老人・介護保険会計等繰出金
生活保護費
児童手当
衛生費
離島医療圏組合病院負担金

（対馬いづはら、中対馬、上対馬病院）
ごみ処理関連経費
し尿処理関連経費
合併処理浄化槽設置補助
農林水産業費
対馬しいたけ復活プラン推進事業
（大型生産団地、選別指導員研修、オーナー制度導入他）
漁業後継者対策補助
イノシシ等有害鳥獣対策事業
（防護ネット、防護柵他）
漁港整備
（17漁港　防波堤、浮桟橋他）
商工費
企業誘致対策経費
湯多里ランド管理運営経費
海水浴場整備
（茂木浜　ｼｬﾜｰ室・ﾄｲﾚ・駐車場）
観光物産協会補助金

土木費
市街地再開発事業
道路整備
（道路改良　20路線）
峰港湾関連施設整備
（峰港湾　背後地造成他）
消防費
消火栓設置負担金
（佐須奈地区34基）
消防団運営費補助
教育費
通学バス運行委託
文化財保存整備
（清水城・矢立山古墳・金田城跡保存整備事業）
図書館図書整備
（対馬市図書館(H18.10開館予定)図書購入費）
峰総合運動公園改修

123万円
544万円

13億1,982万円

1億7,637万円

942万円
273万円
29万円

600万円
1億3,338万円

13億5,446万円
12億899万円
4億989万円

7億3,720万円

6億9,220万円
2億2,456万円

5,102万円

5,938万円

240万円
4,585万円

11億498万円

180万円
3,859万円
2,300万円

2,266万円

34億8,961万円
10億9,291万円

2億円

1,530万円

2,970万円

1億1,748万円
5,981万円

2,000万円

790万円

市税　29億2,716万円�
（9.0%）�

県支出金�
28億6,066万円�
（8.8%）�

地方交付税�
140億5,797万円�
（43.4%）�

市債�
49億180万円�
（15.1%）�

繰入金　15億2,143万円�
（4.8%）�

（内訳）�
諸収入�
分担金負担金�
使用料手数料�
財産収入�
繰越金�

�
4億5,915万円（1.4％）�
2億8,357万円（0.9％）�
4億129万円（1.2％）�

1億6,590万円（0.5％）�
1億円（0.3％）�

�
�
�
�

�
5億2,519万円（1.6％）�
3億4,000万円（1.0％）�
8,100万円（0.3％）�
5,360万円（0.2％）�
2,600万円（0.1％）�
2,220万円（0.1％）�

�
�
�
�
�

その他　14億991万円�
（4.3%）�

（内訳）�
地方譲与税�
地方消費税交付金�
自動車取得税交付金�
地方特例交付金�
利子割交付金�
その他�

その他　10億4,799万円�
（3.3%）�

グラフ①

自�主�
財�
源�

依�

存�

財�

源�

国庫支出金�
36億7,308万円�
（11.3%）�

国庫支出金�
36億7,308万円�
（11.3%）�

平成18年度�

歳入

歳
　
入�
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増
額
は
公
債
費
と
土
木
費
の
み

　
目
的
別
歳
出
（
グ
ラ
フ
②
）
に
つ
い
て

は
、
ほ
と
ん
ど
の
費
目
で
前
年
度
よ
り
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
減
少
額
が
大
き
い
も
の
は
、
農
林
水
産

業
費
25
億
4
’

6
7
1
万
円
（
30
億
1
’

3
0
2
万
円
減
、
△
54
・
2
%
）
、
衛
生

費
26
億
5
’

7
1
0
万
円
（
14
億
5
’

0

2
8
万
円
減
、
△
35
・
3
%
）
で
、
こ
れ

は
漁
港
整
備
事
業
費
の
縮
小
（
約
25
億

円
減
）、北
部
汚
泥
処
理
セ
ン
タ
ー
の
完
成

（
約
12
億
円
減
）
に
よ
り
ま
す
。

　
前
年
度
よ
り
増
加
し
た
の
は
、
土
木
費

53
億
9
’

3
3
4
万
円
（
6
億
2
’

1
1

5
万
円
増
、
13
・
0
%
）
と
、
公
債
費
73

億
4
’

7
4
9
万
円
（
4
億
5
’

6
6
6

万
円
増
、
6
・
6
%
）
の
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。
　

　
こ
れ
は
、
土
木
費
に
つ
い
て
は
道
路
整

備
、
住
宅
整
備
な
ど
は
減
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
本
年
度
で
完
成
す
る
市
街
地
再
開

発
事
業
が
前
年
度
よ
り
23
億
9
’

2
1
1

万
円
増
加
し
て
い
る
た
め
で
す
。

　
ま
た
、
公
債
費
に
つ
い
て
は
、
合
併
前

の
建
設
事
業
の
推
進
に
よ
り
多
額
の
借
入

が
な
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
返
済
金
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
な
要
因
で
す
。

公債費�
73億4,749万円�
（22.7%）�

消防費 9億361万円�
（2.8%）�

教育費�
21億9,530万円�
（6.8%）�

農林水産業費�
25億4,671万円�
（7.9%）�

衛生費�
26億5,710万円�
（8.2%）�

土木費�
53億9,334万円�
（16.6%）�

総務費�
52億2,351万円�
（16.1%）�

�
2億6,660万円（0.8％）�
2億390万円（0.6％）�
3,181万円（0.1％）�
2,000万円（0.1％）�

�
�
�
�

（内訳）�
商工費�
議会費�
諸支出金�
予備費�

その他　5億2,231万円�
（1.6%）�

グラフ②

民生費�
56億1,063万円�
（17.3%）�

民生費�
56億1,063万円�
（17.3%）�

　
特
別
会
計
・
企
業
会
計
と
は
、
独
立
採
算
制
を
原
則
と
す
べ
き
事
業
を
行
う
場
合

に
一
般
会
計
と
区
別
し
て
い
る
会
計
で
す
。�

　
介
護
保
険
地
域
支
援
事
業
特
別
会
計
は
、
本
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
改
正
介
護
保
険
法
で
定
め

ら
れ
た
介
護
予
防
な
ど
の
地
域
支
援
事
業
を
実
施
す
る
た
め
新
た
に
設
け
ら
れ
た
会
計
で
す
。

　
ま
た
、
公
共
用
地
先
行
取
得
特
別
会
計
は
、
平
成
14
年
度
に
市
街
地
再
開
発
事
業
用
地
（
交
通
ホ

テ
ル
・
バ
ス
セ
ン
タ
ー
）
を
借
入
金
を
も
っ
て
購
入
し
た
た
め
設
け
ら
れ
た
会
計
で
す
が
、
本
年
度

で
事
業
が
完
了
と
な
り
、
そ
の
時
の
借
入
金
を
全
額
返
済
す
る
た
め
大
幅
な
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　会　　　計　　　名

診療所特別会計

公共用地先行取得特別会計

国民健康保険特別会計

老人保健特別会計

介護保険特別会計

介護保険地域支援事業特別会計

特別養護老人ホーム特別会計

簡易水道事業特別会計

集落排水処理施設特別会計

旅客定期航路事業特別会計

風力発電事業特別会計

　　　　合　　　　計

対前年度増減額

△620万円

５億4,516万円

２億6,869万円

8,810万円

３億1,041万円

１億1,189万円

△160万円

△１億399万円

△272万円

△1,324万円

△310万円

11億9,340万円

対前年度増減率

△ 2.7%

13,254.5%

5.7%

2.1%

11.8%

皆増

△ 0.3%

△ 8.0%

△ 15.7%

△ 31.3%

△ 8.5%

　　8.7%

予　　算　　額

2億2,490万円

5億4,927万円

49億5,180万円

42億9,848万円

29億4,673万円

1億1,189万円

4億8,180万円

11億9,407万円

1,458万円

2,912万円

3,340万円

148億3,604万円

   区　　　分 　　金　　　額�

収 益 的 収 入 　　２億７,４８９万円

収 益 的 支 出 　　２億５,４０４万円

資 本 的 収 入 　　１億９,７００万円

資 本 的 支 出 　　２億４,９００万円

企業会計(水道事業)予算

特別会計予算

※資本的収入での不足分は当年度損益勘定留保資
　金などで補てんして運営します。

特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算�
歳
　
出
（
目
的
別
）



　
　
　
3
月

１
日
＝
流
域
森
林
・
林
業
活
性

　
　
　
化
セ
ン
タ
ー
臨
時
総
会

３
〜
５
日
＝
全
国
エ
コ
ツ
ー
リ

　
　
　
ズ
ム
大
会
in
対
馬

６
〜
８
＝
対
馬
市
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
（
本
会
議
）

10
日
＝
対
馬
海
区
漁
業
調
整
委

　
　
　
員
会

16
日
＝
国
境
離
島
の
交
流
促
進

　
　
　
方
策
に
関
す
る
調
査
委

　
　
　
員
会

17
日
＝
対
馬
市
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
（
全
員
協
議
会
）

20
日
＝
対
馬
市
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
（
本
会
議
）

22
日
＝
対
馬
物
産
開
発
（株）
総
会

23
〜
24
日
＝
全
国
漁
港
漁
場
協

　
　
　
会
正
副
会
長
会
議
、
同

　
　
　
理
事
会
、
全
国
漁
港
海

　
　
　
岸
防
災
協
会
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
）

27
日
＝
市
政
説
明
会

　
　
　
（
峰
・
西
小
学
校
区
）

28
〜
30
日
＝
県
離
島
医
療
圏
組

　
　
　
合
議
会
　
　
（
長
崎
）

31
日
＝
退
職
辞
令
交
付
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◎
３
月
31
日
付
退
職

▽
黒
瀬
勝
弘
（
水
道
局
長
）
▽
財

部
貴
資
男
（
監
査
事
務
局
長
）
▽

朝
鍋
嘉
昭
（
上
対
馬
支
所
住
民
生

活
課
）
▽
斉
藤
昌
敏
（
上
県
支
所

住
民
生
活
課
）
▽
原
田
勝
代
（
福

祉
部
福
祉
課
浅
茅
の
丘
）
▽
早
田

初
實
（
峰
支
所
産
業
建
設
課
）
▽

武
田
利
實
（
教
委
生
涯
学
習
課
長
）

▽
a
松
久
之
（
教
委
厳
原
事
務
所
長
）

▽
斉
藤
芳
久
（
水
道
局
水
道
課
）

▽
米
田
一
三
（
上
対
馬
支
所
住
民

生
活
課
）
▽
桟
原
美
智
代
（
厳
原

支
所
豆
酘
出
張
所
）
▽
a
田
薦
（
教

委
厳
原
事
務
所
）
▽
小
島
み
ち
こ
（
美

津
島
支
所
健
康
福
祉
課
）

�

◎
３
月
31
日
付
　
派
遣
期
間
満
了

長
崎
県
▽
佐
倉
隆
朗
（
総
務
部
財

務
課
）
▽
林
一
（
福
祉
部
保
護
課
）

▽
松
尾
智
洋
（
福
祉
部
保
護
課
）

◎
４
月
１
日
付
異
動

※
氏
名
後
の
（
　
）
内
は
旧
所
属

【
市
長
事
務
部
局
】

《
総
務
部
》
▽
理
事
＝
梅
野
慶
一
（
市

民
生
活
部
長
）
▽
次
長
＝
俵
次
男
（
市

民
生
活
部
次
長
兼
市
民
課
長
）
【
総

務
課
】
▽
主
任
（
派
遣
）
＝
永
留

公
一
（
同
部
財
政
再
建
・
行
政
改

革
推
進
課
）
▽
主
事
＝
上
松
洋
（
同

課
・
派
遣
）
【
財
務
課
】
▽
参
事

兼
課
長
補
佐
＝
平
山
秀
樹
（
豊
玉

支
所
総
務
課
）

《
政
策
部
》
【
政
策
企
画
課
】
▽

主
任
（
派
遣
）
＝
西
川
治
臣
（
同
課
）

▽
主
事
＝
梅
野
友
和
（
総
務
部
総

務
課
・
派
遣
）

《
保
健
部
》
▽
保
健
部
長
（
保
険

課
長
事
務
取
扱
）
＝
阿
比
留
輝
雄
（
同

部
長
）
【
保
険
課
】
▽
参
事
兼
課

長
補
佐
＝
仁
位
孝
良
（
消
防
本
部

総
務
課
）
▽
副
参
事
兼
係
長
＝
國

分
幸
和
（
同
部
健
康
推
進
課
）
▽

保
健
師
＝
財
部
恭
子
（
峰
支
所
健

康
福
祉
課
）
▽
併
任
＝
井
上
優
子
、

福
島
と
よ
か
、
浦
瀬
愼
子
、
阿
比

留
光
代
、
荒
木
美
由
紀
（
以
上
、

対
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

《
産
業
交
流
部
》
【
観
光
交
流
商

工
課
】
▽
主
任
（
派
遣
）
＝
扇
徹

弥
（
峰
支
所
健
康
福
祉
課
）
▽
主

事
＝
小
森
周
一
（
同
課
・
派
遣
）
【
水

産
課
】
▽
主
事
＝
杉
村
修
一
（
同
課
・

派
遣
）
、（
派
遣
）松
村
聡
也
（
厳
原

支
所
健
康
福
祉
課
）
【
農
林
課
】

▽
主
事
＝
扇
伸
秀
（
同
課
・
派
遣
）

《
市
民
生
活
部
》
【
廃
棄
物
対
策
課
】

〔
対
馬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
〕
▽

副
参
事
＝
小
島
慎
二
（
厳
美
清
華
苑
）

▽
主
任
＝
宝
来
佳
浩
（
厳
美
清
華
苑
）

〔
厳
美
清
華
苑
〕
▽
副
参
事
＝
糸

瀬
政
彦
（
対
馬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

▽
主
任
＝
渕
上
義
臣
（
対
馬
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
〔
北
部
衛
生
セ

ン
タ
ー
〕
▽
主
任
＝
庄
司
伸
吾
（
教

委
生
涯
学
習
課
）

《
上
県
支
所
》
【
健
康
福
祉
課
】

▽
保
健
師
＝
磯
部
奈
奈
（
峰
支
所

健
康
福
祉
課
）
《
峰
支
所
》
【
健

康
福
祉
課
】
▽
保
健
師
＝
福
田
智

美
（
保
健
部
健
康
推
進
課
）
《
厳

原
支
所
》
【
健
康
福
祉
課
】
▽
主

任
＝
宮
川
明
哲
（
消
防
本
部
総
務
課
）

【
教
育
委
員
会
事
務
部
局
】�

▽
教
育
次
長
（
生
涯
学
習
課
長
事

務
取
扱
）
＝
菅
野
倶
吉
（
同
次
長
）

[

用
務
員]

▽
比
田
勝
幼
＝
姉
川
二
美

（
南
陽
中
）
▽
比
田
勝
小
＝
権
藤

千
鶴
子
（
比
田
勝
中
）
▽
比
田
勝

中
＝
道
美
智
子
（
比
田
勝
小
）
▽

豊
小
＝
島
居
千
幸
（
比
田
勝
幼
）

▽
南
陽
中
＝
國
分
昭
江
（
豊
小
）

▽
南
陽
小
＝
八
坂
千
代
美
（
東
部
中
）

《
峰
事
務
所
》[

用
務
員] 

▽
東
部

中
＝
小
島
洋
子
（
南
陽
小
）
《
豊

玉
事
務
所
》
▽
所
長
＝
中
村
敏
明
（
峰

事
務
所
主
幹
）
《
美
津
島
事
務
所
》

▽
所
長
兼
公
民
館
長
＝
勝
見
芳
光
（
同

館
長
）
《
厳
原
事
務
所
》
▽
所
長

＝
鶴
岡
利
信
（
美
津
島
事
務
所
長
）

▽
参
事
兼
課
長
補
佐
＝
桟
原
馬
佐

敏
（
美
津
島
支
所
総
務
課
）
〔
厳

原
幼
稚
園
〕
▽
教
諭
＝
磯
谷
眞
知

子
（
久
田
幼
稚
園
）
▽
用
務
員
＝

原
す
み
子
（
久
田
小
学
校
）
〔
久

田
幼
稚
園
〕
▽
教
諭
＝
村
木
節
子
（
北

幼
稚
園
）

【
監
査
委
員
会
事
務
部
局
】
▽
局

長
＝
阿
比
留
博
文
（
教
委
豊
玉
事

務
所
長
）

【
消
防
本
部
】
【
総
務
課
】
▽
課

長
補
佐
兼
消
防
署
警
防
課
課
長
補

佐
（
昇
任
）
＝
緒
方
修
一
（
消
防

署
警
防
課
）
▽
消
防
士
（
新
採
）

＝
宮
原
孝
之
、
梅
野
聡
志
、
辻
康

博
【
予
防
課
】
▽
消
防
署
長
兼
課

長
＝
吉
田
有
慶
（
同
署
長
）
▽
主

幹
兼
消
防
署
予
防
課
主
幹
（
昇
任
）

＝
平
山
利
春
（
本
部
予
防
課
兼
消

防
署
予
防
課
）
【
通
信
課
】
▽
主

幹
兼
消
防
署
警
防
課
主
幹
（
昇
任
）

＝
梯
克
彦
（
本
部
通
信
課
兼
消
防

署
警
防
課
）
【
警
防
課
】
▽
課
長

兼
通
信
課
長
兼
消
防
署
副
署
長
＝

永
留
正
司
（
本
部
警
防
課
兼
消
防

署
副
署
長
兼
消
防
署
警
防
課
長
）

▽
課
長
補
佐
兼
消
防
署
警
防
課
課

長
補
佐
（
昇
任
）
＝
小
田
一
久
（
本

部
警
防
課
）
〔
本
署
〕
▽
予
防
課

長
（
昇
任
）
＝
原
昇
一
（
本
部
警

防
課
兼
消
防
署
警
防
課
）
▽
警
防

課
長
（
昇
任
）
＝
竹
中
英
文
（
本

部
警
防
課
兼
消
防
署
警
防
課
）
▽

警
防
課
主
任
兼
本
部
警
防
課
副
参

事
（
昇
任
）
＝
津
江
正
雄
（
同
署

総
務
課
）
〔
峰
出
張
所
〕
▽
課
長

補
佐
（
昇
任
）
＝
扇
英
男
（
同
所
）

▽
副
参
事
兼
係
長
（
昇
任
）
＝
主

藤
庄
司
（
同
所
）
、
斉
藤
晴
男
（
同

所
）
〔
上
対
馬
出
張
所
〕
▽
課
長

補
佐
（
昇
任
）
＝
梅
野
則
仁
（
同
所
）

対
馬
市
の
人
事
異
動

市
長
の
動
き�



　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
高
齢
の

み
な
さ
ん
を
、
介
護
、

福
祉
、
健
康
、
医
療

な
ど
様
々
な
面
か
ら

総
合
的
に
支
え
る
た

め
に
設
け
ら
れ
ま
し

た
。

　
み
な
さ
ん
が
い
つ

ま
で
も
、
住
み
な
れ

た
地
域
で
い
き
い
き

と
生
活
し
て
い
け
る

よ
う
、
保
健
師
・
社

会
福
祉
士
・
主
任
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
中

心
と
な
っ
て
総
合
的

な
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
仕
事

◎
自
立
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
　
　

　
　
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

○
み
な
さ
ん
の
今
の
状
態
に
合
わ
せ
た
介
護
予
防
の

支
援
を
し
ま
す

・
介
護
保
険
の
要
支
援
１
・
２
と
認
定
さ
れ
た
人

・
支
援
や
介
護
が
必
要
と
な
る
お
そ
れ
が
高
い
と
判

断
さ
れ
た
人

・
自
立
し
た
生
活
を
し
て
い
る
人

◎
み
な
さ
ん
の
権
利
を
守
り
ま
す
　
権
利
擁
護
事
業

・
成
年
後
見
制
度
（
頼
れ
る
家
族
が
い
な
く
、
お
金

の
管
理
や
契
約
に
関
す
る
こ
と
に
不
安
が
あ
る
人
）

・
高
齢
者
虐
待
の
防
止

◎
な
ん
で
も
相
談
く
だ
さ
い
　
総
合
相
談
支
援
業
務

◎
み
な
さ
ん
を
支
え
ま
す

　
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
業
務

・
地
域
に
お
け
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
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～修学特例の届出について～
　　　　　保健部　保険課　158‐1118

◎３月で高校・専門学校・大学等を卒業された方
　　修学中の被保険者の特例（住所が在学先で、
対馬市の保険証をお持ちの方）を受け、今春、
高校や専門学校、大学等をご卒業された方は、
特例廃止の届出が必要です。
　※届出が遅れると就職先の健康保険に入ったと
　きなど、保険税を二重に支払ってしまうことが
　あります。
《届出先》対馬市保険課または各支所の国保担当窓口
《届出に必要なもの》現在お持ちの保険証・印鑑

◎４月から高校・専門学校・大学等に入学された方�
　修学中の被保険者の特例（住所は在学先で、対
馬市の保険証をお使いになる場合）を希望される
方は、各支所の国保担当窓口に届出が必要です。
　※国民健康保険は住所地主義のため、住所を在
学先に移された場合、特例の申請をしなければ対
馬市の国民健康保険証はご使用になれません。
《届出先》対馬市保険課または各支所の国保担当
　　　　　窓口
《届出に必要なもの》現在お持ちの保険証・在学
　　　　　　　　　　　証明書・印鑑
（注）昨年、修学特例の申請をされた方で、この４月
　に次学年に進まれる場合は更新手続きが必要で
　す。在学証明書を準備して必ず申請してください。

●保育所保育料
へき地保育料は、9,000円に改正されました。
　また、認可保育所保育料については、平成18年度から次のよ
うに改正されました。

　同一世帯の第３子以降児童の認可保育所保育料の軽減は、2分
の１に改正されました。軽減を受けるためには、申請が必要と
なりますので、詳しいことは、最寄りの各支所保育担当課又は
福祉事務所におたずねください。

●一般廃棄物処理手数料
一般廃棄物を最終処分場に搬入する際の手数料

入所児童の世帯区分

生活保護世帯 0円

３歳未満児 ３歳以上児
保 育 料 改 正 額

8,100円

500円

1,000円

2,000円

4,000円

6,000円

800円

1,500円

3,000円

6,000円

9,000円

17,550円

27,000円

40,050円

54,900円

72,000円

第１

階層
区分

第２

第３

第４

第５

第６

第７

0円

5,400円

14,850円

24,300円

39,180円
33,680円

39,180円
33,680円

39,180円
33,680円

３歳児
４歳以上児

３歳児
４歳以上児

３歳児
４歳以上児

市町村民税非課税世帯

市町村民税課税世帯

所得税課税世帯
　　　　64,000円未満

所得税課税世帯
　　　64,000円以上
　　　160,000円未満

所得税課税世帯
　　 160,000円以上
　　　408,000円未満

所得税課税世帯
　　　408,000円以上

1トン未満の車両

区　　分 一般家庭

区　　分 手　　数　　料

事業所系

10トン以上の車両

1トン以上
2トン未満の車両

2トン以上
4トン未満の車両

4トン以上
10トン未満の車両

100kgまで200円　
50kg増すごとに75円一 般 廃 棄 物

100kgまで500円　
10kg増すごとに25円事業系一般廃棄物

改正前�

改正後�

主な公共料金の改正内容（4月１日より）

地域包括支援センターが�
４月からスタートしました�
�

対馬市地域包括
　　　　支援センター

名　　　称 担当区域 設　置　場　所

豊玉町仁位380番地　豊玉支所内
10920-58-1117

美津島
豊玉・峰

厳原

上県
上対馬

厳原町国分1441番地　厳原支所内
10920-52-1211

上県町佐須奈甲567番地3　上県支所内
10920-84-2313

下記にに変わります



8

tsushima city community magazine

広報つしま  2006. 4

　
対
馬
固
有
の
地
域
資
源
を
活
か
し
、
観
光
産
業
振
興
の
可
能
性
を
探
っ
た
全
国
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
大
会
in
対
馬
が
、
市
内
で
３
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で
の
３
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
期

間
中
延
べ
４
８
７
名
（
市
内
２
８
５
名
、
市
外
１
０
２
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
地
域
の
環
境
や
生
活
文
化
を
壊
す
こ
と
な
く
自
然
や
文
化
に
触
れ
、

そ
れ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
で
、
今
回
の
大
会
は
N
P
O
法
人
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
協
会
の
協
力
の
も
と
「
観
光
振
興
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
テ
ー
マ
に
、
対
馬
の
地
域
資
源

を
活
か
し
た
観
光
産
業
の
展
開
へ
向
け
た
道
筋
や
可
能
性
を
探
る
と
共
に
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
対
す
る
理
解
と
浸
透
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
テ
ー
マ
別

に
別
れ
て
の
分
科
会
の
ほ
か
、
市
内
を
５
コ
ー
ス
に
分
け
て
実
施
さ
れ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

等
を
行
い
実
際
に
対
馬
を
体
験
し
な
が
ら
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

【
大
会
１
日
目
】
午
後
１
時
半
か
ら
の
開
会
に

あ
た
り
、
環
境
学
習
を
行
っ
て
い
る
南
陽
小
学

校
（
上
対
馬
）
の
児
童
が
、
ア
ワ
ビ
を
取
り
巻

く
環
境
に
関
し
て
取
り
組
ん
だ
学
習
の
成
果
を

発
表
し
、
大
会
の
幕
開
け
を
飾
り
ま
し
た
。

　
開
会
行
事
に
続
き
国
立
民
族
学
博
物
館
の
石

森
秀
三
教
授
に
よ
る
基
調
講
演
を
は
じ
め
、
地

元
で
龍
良
山
を
中
心
に
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
長
渡
稔
治
さ
ん
に
よ
る
活

動
の
事
例
報
告
、
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
対
馬

の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え
る
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
夜
に
は
交
流
会
が
行
わ
れ
、
対

馬
の
郷
土
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
参
加

者
同
士
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

【
大
会
２
日
目
】
５
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
実
施
さ
れ
、
参
加
者

は
様
々
な
「
対
馬
」
を
体
験
し
ま
し
た
。
夕
方

絶滅危惧種のツシマヤマネコを中心に、対馬の自然を知るツ
アー。�

ヤマネコの来た道・そして未来をたどるヤマネコの来た道・そして未来をたどる�
フィールドワーク（Ｂコース）フィールドワーク（Ｂコース）�

�

対
馬
に
残
る
巨
樹
・
巨
木
を
訪
ね
、
神
社
な
ど
を
巡
り
、

そ
こ
に
生
活
す
る
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
体
験
す
る
ツ

ア
ー
。

行程：内山峠➡多久頭魂神社（国指定重要文化財、クスノキ
の巨木などを見学）➡龍良山原生林➡内山（昼食、地
区を散策）

神 々 の 森 を め ぐ ろ う神 々 の 森 を め ぐ ろ う �
フィールドワーク（Ａコース）フィールドワーク（Ａコース）�

�行程：上県町伊奈漁協（サザエ水揚げ体験）➡対馬野生生物保護
センター➡棹崎公園（ツシマヤマネコ痕跡調査体験）➡
湊浜シーランド（昼食）➡異国の見える丘展望台

ヤマネコの来た道・そして未来をたどる�
フィールドワーク（Ｂコース）フィールドワーク（Ｂコース）�

�

神 々 の 森 を め ぐ ろ う神 々 の 森 を め ぐ ろ う �
フィールドワーク（Ａコース）フィールドワーク（Ａコース）�

�

ヤマネコの来た道・そして未来をたどる�
フィールドワーク（Ｂコース）�

�

神 々 の 森 を め ぐ ろ う �
フィールドワーク（Ａコース）�

�

体験発表を行う南陽小の児童たち シンポジウムの様子

日本エコツーリズム協会の愛知和男
会長と前会長の兼高かおるさん

郷
土
料
理
の
石
焼
き
料
理

を
味
わ
う
参
加
者

全
国
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
会
in
対
馬�
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
産
業
の
可
能
性
を
探
る�

た
て

ら

や
ま

龍良山原生林内のスダジイの巨木

炭焼の見学 内山での昼食公開されているツシマヤマネコを見学 サザエの水揚げ体験

ツシマヤマネコ痕跡調査
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か
ら
は
、
体
験
報
告
会
が
行
わ
れ
、
各
コ
ー
ス

の
代
表
者
が
体
験
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

【
大
会
３
日
目
】
「
対
馬
の
野
生
動
物
・
野
鳥

保
護
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
「
対
馬
の
原
生
林
、

巨
樹
・
巨
木
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
な
ど
、
５

つ
の
テ
ー
マ
別
分
科
会
と
全
体
報
告
会
が
行
わ

れ
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
を
通
し
て
参
加
者
は
、
対
馬
に
は

多
く
の
「
宝
」
が
あ
る
こ
と
に
改
め
て
気
づ
い

た
よ
う
で
す
。
今
後
は
こ
の
「
宝
」
と
共
に
、

参
加
者
か
ら
頂
い
た
貴
重
な
意
見
を
活
か
し
、

地
域
経
済
の
発
展
へ
向
け
た
取
り
組
み
が
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

対馬の海岸を散策しながら、そこに住む生き物や海外からの
漂着物を探すツアー。�

世界につながる対馬の海世界につながる対馬の海�
フィールドワーク（Ｄコース）フィールドワーク（Ｄコース）�

�行程：上見坂展望台➡小茂田浜（海岸で漂着物を探索）➡椎
根石屋根見学➡匠（昼食）➡しいたけホダ場（収穫体
験）➡厳原（歴史散策）

シーカヤックで海の散歩を体験。城山の金田城を見学し、歴
史を感じるツアー。�

自然を育む森の恵と海風を感じて�
フィールドワーク（Ｅコース）フィールドワーク（Ｅコース）�

�行程：観光道路しいたけホダ場（栽培見学、収穫体験）➡黒
瀬｛ヒオウギ貝養殖場見学、昼食、城山、鋸割岩周遊
（シーカヤック体験）｝

渡海船をチャーターして、日本一のリアス式海岸のクルージ
ングを楽しむツアー。�

日本のとっておき　浅茅湾クルーズ�
フィールドワーク（フィールドワーク（Cコース）コース）�

世界につながる対馬の海世界につながる対馬の海�
フィールドワーク（Ｄコース）フィールドワーク（Ｄコース）�

�

自然を育む森の恵と海風を感じて自然を育む森の恵と海風を感じて�
フィールドワーク（Ｅコース）フィールドワーク（Ｅコース）�

�

日本のとっておき　浅茅湾クルーズ�
フィールドワーク（フィールドワーク（Cコース）コース）�

世界につながる対馬の海�
フィールドワーク（Ｄコース）�

�

自然を育む森の恵と海風を感じて�
フィールドワーク（Ｅコース）�

�

日本のとっておき　浅茅湾クルーズ�
フィールドワーク（Cコース）�

行程：樽ヶ浜（渡海船乗船）➡和多都美神社➡神話の里公園
（昼食）➡烏帽子岳➡豊玉物産店➡万関橋

（上から時計回りに）
分科会の様子、フィールドワー
クの体験報告を行う参加者、ア
トラクションで行われたマグ
ロの解体ショー（大会2日目）

5つのフィールドワーク�

しいたけ収穫体験 体験であい塾「匠」での昼食

小茂田浜海岸で漂着物を探す

ヒオウギ貝の養殖場を見学 金田城を見学

シーカヤックを楽しむ

豊玉物産店 烏帽子岳展望台

浅茅湾クルージングの様子
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対
馬
市
の
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
的
な
計
画
と
な
る
第

１
次
対
馬
市
総
合
計
画
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
総
合
計
画
と
は
、
地
方
自
治

法
に
よ
っ
て
市
町
村
に
策
定
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の

で
、
地
域
の
発
展
の
為
に
立
て

ら
れ
る
各
種
の
具
体
的
な
計
画

の
す
べ
て
の
基
本
と
な
る
も
の

で
す
。

　
同
計
画
で
は
、
こ
れ
か
ら
の

10
年
間
（
平
成
18
年
度
〜
平
成

27
年
度
）
の
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
を
「
基
本
構
想
」
と
し
て
ま

と
め
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
む
施
策
を
「
基
本
計
画
」

と
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
計
画
に
つ
い
て
は
、

平
成
23
年
度
か
ら
の
後
期
５
年

間
の
開
始
に
あ
た
っ
て
、
社
会

的
、
経
済
的
要
因
等
に
よ
る
情

勢
の
変
化
や
主
要
事
業
の
評

価
、
新
た
な
市
民
ニ
ー
ズ
な
ど

を
踏
ま
え
て
、
改
め
て
見
直
す

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
計
画
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(h
ttp

:/
/

w
w

w
.city

.tsu
sh

i

m
a.n

ag
asak

i.jp
/

）
で
公
開

す
る
予
定
で
す
。

↑
第
１
次
総
合
計
画
（
案
）
を

対
馬
市
長
に
答
申
す
る
審
議
会

メ
ン
バ
ー

右
か
ら
（
平
井
善
正
会
長
、
吉

村
正
孝
副
会
長
、
廣
田
幸
雄
委

員
、
永
留
武
光
委
員
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
政
策
部
政
策
企
画
課

　
　
　
　

☎
5
3-

6
1
1
1

　
２
月
24
日
に
設
置
さ
れ
た
対
馬

市
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会
の

初
め
て
の
会
合
が
、
同
日
、
美
津

島
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
対
馬
市
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
計
画
を
作
成
す
る
に

あ
た
り
、
広
く
意
見
を
聞
く
た
め

に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
市
内
の

学
識
経
験
者
等
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
10
人
の
委
員
（
任
期
２
年
）
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
会
合
で
は
、
ま
ず
市
長
よ
り
委

員
一
人
ひ
と
り
に
委
嘱
状
が
手
渡

さ
れ
た
後
、
会
長
・
副
会
長
選
出

に
続
き
、
今
後
の
活
動
内
容
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
今
後
、
性
別
に
関
係
な

く
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で

き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
懇
話
会
を
通
し

て
、
家
庭
や
職
場
等
で
の
男
女
共

同
の
実
態
の
調
査
・
研
究
等
を
行

い
、
平
成
18
年
度
中
に
地
域
の
特

色
を
活
か
し
た
計
画
の
策
定
を
行

う
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

【
会
員
名
簿
】（
敬
称
略
）

○
会
長
：
小
嶋
多
鶴
子
（
厳
原
・

県
男
女
共
同
参
画
推
進
員
）
○
副

会
長
：
安
田
親
男
（
厳
原
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
代
表
）
○
齋

藤
利
光
（
豊
玉
・
商
工
者
代
表
）

○
永
留
縫
子（
峰
・
農
業
者
代
表
）

○
財
部
久
仁
信
（
上
対
馬
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
代
表
）
○
豊
田
涼
子
（
美
津
島

・
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
）

○
西
山
悦
子
（
美
津
島
・
対
馬
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
）
○
佐
伯
満

智
子
（
上
県
・
対
馬
地
区
人
権
教

育
研
究
会
）
○
小
島
徳
重
（
美
津

島
・
中
学
校
長
）
○
平
田
幹
子

（
上
対
馬
・
県
男
女
共
同
参
画
推

進
員
）

　
肉
用
牛
な
ど
の
取
引
を
行

う
家
畜
市
が
、
美
津
島
町
�

知
に
あ
る
対
馬
家
畜
市
場

で
、
３
月
６
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
最
初
の
市
に
は
、
市

内
か
ら
78
頭
（
子
牛
66
頭
、

成
牛
12
頭
）
の
肉
用
牛
が
入

場
し
、
競
り
に
か
け
ら
れ
ま

し
た
。
平
均
取
引
額
は
３
１

１
，
８
１
０
円
で
、
昨
年
11

月
の
家
畜
市
に
比
べ
、４
４，

０
０
０
円
ほ
ど
低
く
な
り
ま

し
た
が
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
な
ど

の
影
響
や
、
食
の
安
全
の
関

心
か
ら
ま
ず
ま
ず
の
価
格
で

取
引
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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懇話会の様子�

ま
ず
ま
ず
の
価
格
で
し
た�

�
　
　 

■
新
し
い
対
馬
の
創
造
へ
向
け
て
■�

 
第
１
次
対
馬
市
総
合
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た�

�

■
男
女
共
同
参
画
計
画
の
策
定
へ
向
け
■�

　
　
　
　
初
の
懇
話
会
を
開
催�

�



　厳原町女性団体※（代表者：吉見優子さん、小嶋多鶴
子さん）が、対馬の玄関口を自分たちできれいにしよう
と、昨年の１２月４日と今年の２月２６日の２日間、ボ
ランティアで厳原港近辺の清掃作業を行いました。
　今回の活動にはメンバーから約６０名が参加し、伸び
放題となっていた雑草を、クワを使って根っこから除去
するなどして、ゴミ袋約９０枚分を除草しました。
　特に「全国エコツーリズム大会in対馬」への参加者を
気持ちよく迎えたいとの思いもあり、作業にも熱が入っ
たようです。
　雑草に埋もれていた花壇の花たちも、作業後は通行人
に見やすくなりました。
　同団体では、今後も同地を中心に観光地の清掃などの
奉仕活動を年に数回程度行う予定です。

　美津島町のあそうベイパーク内に、玄海ツツジやヤマ
ボウシなど対馬に自生する植物を植栽し、自然豊かな公
園づくりに協力しているボランティアグループ「花の対
馬ネットワーク」が、今年も2月18日、19日の2日間、
玄海ツツジ5,000本を植え付けました。
　植栽には、会員のほかに一般市民や高校生らがボラン
ティアで参加。延べ60名の参加者が、会員の手で育て
られた苗木（高さ30ｃｍ程）を山の斜面に次々に植え
ていきました。
　同会は、公園内に3年前から「玄海ツツジ」の植栽を
行っており、昨年までに約7,000本を植栽。最終的には、
同公園内の7haの山林に10万本を植える予定です。
　長渡稔治代表は「自然観察をして分かったことは、森
の中で咲いている玄海ツツジは非常にきれいだというこ
と。これからも自然の姿を学び、自然を活かした多様性
のある公園づくりをしていこうと思います」と語ってい
ました。

　
県
立
対
馬
高
校
の
１
・
２
年

生
徒
（
４
６
５
名
）
が
、
３
月

13
日
、
厳
原
市
街
の
清
掃
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
長
崎
県
の
教

育
委
員
会
が
推
進
す
る
社
会
貢

献
活
動
「
一
校
一
役
」
運
動
の

一
環
と
し
て
、
普
段
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
地
域
の
方
々
に
喜

ん
で
も
ら
い
、
観
光
地
と
し
て

の
厳
原
の
街
を
少
し
で
も
き
れ

い
に
し
よ
う
と
の
目
的
で
実
施

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
生
徒
達
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
分

か
れ
、
割
り
当
て
ら
れ
た
担
当

箇
所
を
く
ま
な
く
歩
き
、
道
ば

た
に
転
が
っ
て
い
る
空
き
缶

や
、
植
え
込
み
の
中
に
紛
れ
込

ん
だ
可
燃
ゴ
ミ
ら
を
仲
間
と
協

力
し
な
が
ら
、
熱
心
に
集
め
て

い
ま
し
た
。
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■お世話になっている地域に奉仕■　「一校一役」運動で対高生が清掃活動�
�

■花の対馬ネットワークが、玄海ツツジを植栽■�
�

※厳原町女性団体の構成：生活研究グループ連絡協

議会、漁業協同組合女性部、商工会女性部、母子寡

婦福祉協議会、食生活改善推進連絡協議会、更生保

護女性連盟、厳原町母子保健推進委員会、退公連対

馬支部女性部、地域婦人会連絡協議会�

ボランティア参加者�

豊玉高校3年生たち� 親子で参加（井田さん  佐須地区）�

長
渡
稔
治
代
表�

■対馬の玄関口をきれいに�
　厳原町の女性団体が清掃ボランティア■�
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２
月
26
日
、
陸
上
自
衛
隊
対
馬
駐
屯
地
体
育
館
で
少
年
剣
道
大
会

が
行
わ
れ
、
市
内
か
ら
24
チ
ー
ム
１
６
２
名
が
参
加
し
て
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
　

　
主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

●
団
体
戦

▽
中
学
生
の
部
①
比
田
勝
中
②
南
陽
中
③
厳
原
中

▽
小
学
生
の
部
①
厳
原
少
年
剣
道
部
②
南
陽
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
③
北
地
　

　
区
剣
友
会

●
個
人
戦

▽
中
学
生
男
子
①
橘
尚
吾
（
厳
中
）
②
阿
比
留
勇
気
（
同
）
③
斉
藤
一
　

　
樹
（
佐
須
中
）
▽
同
女
子
①
井
川
幸
美
（
厳
中
）
②
阿
比
留
香
寿
美
　

　（
　
知
中
）
③
玖
須
涼
香
（
比
田
勝
中
）

▽
小
学
生
男
子
①
田
崎
裕
介
（
厳
原
少
年
剣
道
部
）
②
和
久
祐
磨
（
久
　

　
田
少
年
剣
道
ク
）
③
森
寛
太
（
鶏
鳴
少
年
剣
道
ク
）
▽
同
女
子
①
天
　

　
野
真
歩
（
厳
原
少
年
剣
道
部
）
②
川
添
辞
乃
（
同
）
③
久
壽
米
木
綾
　

　
子
（
南
陽
少
年
剣
道
ク
）

　
３
月
12
日
、
対
馬
市
の
春
の
一

大
行
事
「
第
19
回
豆
酘
の
里
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
寒
空
と
な

り
ま
し
た
が
、10
キ
ロ
、
５
キ
ロ
、

徒
歩
の
３
部
門
に
別
れ
て
レ
ー
ス

が
行
わ
れ
、
参
加
者
全
員
が
見
事

に
完
走
・
完
歩
し
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
で
は
地
元
豆
酘

地
区
に
よ
る
ぜ
ん
ざ
い
や
豚
汁
、

豆
酘
み
か
ん
の
販
売
な
ど
が
行
わ

れ
、
大
盛
況
で
し
た
。

　
ま
た
、
閉
会
式
の
あ
と
は
、
参

加
者
全
員
に
豪
華
な
賞
品
が
配
ら

れ
、
中
身
を
確
認
し
て
多
く
の
人

が
大
声
で
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
３
月
12
日
、
対
馬
市
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
で
、
親
子
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
美
津
島
町
青
少

年
健
全
育
成
連
絡
協
議
会
及
び
対

馬
市
教
育
委
員
会
の
主
催
で
、

親
と
子
の
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的

に
、
親
子
21
ペ
ア
で
楽
し
く
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
優
勝
の
み
掲
載
、
敬
称
略
）

▼
ペ
ア
の
部

　
○
優
勝
　松
村
和
彦
・
瀬
川
拓
実

▼
パ
ー
テ
ィ
の
部
（
一
緒
に
ラ
ウ

　
ン
ド
し
た
グ
ル
ー
プ
の
部
）

　
○
優
勝
　松
村
義
弥
・
阿
比
留
怜

　
　
也
、黒
田
昭
雄
・
正
雄

▼
子
ど
も
の
部

　
○
優
勝
　瀬
川
拓
実

tsushima city community magazine
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※大会結果※（敬称略）
▽一般男子（10km)①土肥正幸（32分11秒）
　②日高久朋（32分29秒）③阿比留勇次（34
　分10秒）▽同（5km)①佐々木隆行（16分25
　秒）②村瀬康展（17分23秒）③城臺隆光
　（18分14秒）▽同女子（5km）①日高政枝
　（25分40秒）②島本美和（25分54秒）③長
　郷志保（27分45秒）
▽中学生男子①阿比留幸輝（17分24秒）②
　上野雄平（17分36秒）③佐々木健太（17
　分41秒）▽同女子①阿比留優（20分42秒）
　②糸瀬由香里（22分44秒）③長尚佳（23
　分16秒）
▽小学生高学年男子①松原弘輝（18分38秒）
　②上野慎司（18分59秒）③飯野幸太（19
　分02秒）▽同女子①横山七海（19分25秒）
　②阿比留瞳（19分34秒）③山本芽依（20分
　18秒）
▽小学生低学年男子①神宮崇史（21分34秒）
　②林駿祐（21分44秒）③三浦健太（22分
　20秒）▽同女子 ①杉浦由希（23分57秒）
　②太田ひなの（25分03秒）③島本彩葉（2
　5分23秒）

子どもの部で優勝した�
瀬川拓実くん�

●
第
16
回
対
馬
駐
屯
地
司
令
杯
少
年
剣
道
大
会
●�

�

●
第
19
回
豆
酘
の
里
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
に
７
５
０
名
参
加
●�

●
つ
し
ま
カ
ッ
プ
●�

親
子
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会�

�

団体戦中学生の部：優勝の比田勝中学校�

団体戦小学生の部：優勝の厳原少年剣道部�



　3月2日、峰温泉「ほたるの
湯」開業１周年を記念し、利
用者への感謝の気持ちを込め
て『ほたるの湯感謝デー』と
して大浴場を無料開放しまし
た。感謝デー当日はたくさん
の方が訪れました。

ほたるの湯は、昨年３月１日にオープンし、対馬唯一のか
け流し方式の温泉で、施設内には大浴場、家族風呂、サウ
ナ、足湯等があります。皆様のご利用をお待ちしておりま
す。

�■峰温泉「ほたるの湯」入浴料及び営業時間�
　営業時間　13：00～21：00�
　休  館  日　毎週火曜日��
　入  浴  料　[大浴場]一般450円/小中学生150円��
                             70歳以上300円/幼児無料  ��
　　　　　　[家族風呂]　1,500円(1時間)��
　利  用  料　売泉スタンド　10リットル10円　  ��

　　　　■対馬市峰町三根65番地  ☎83－0313

　
３
月
26
日
、
上
県
町
の
佐
護

椋
梨
農
道
で
上
県
町
青
少
年
健

全
育
成
連
絡
協
議
会
主
催
の
第

９
回
上
県
町
ジ
ュ
ニ
ア
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
大
会
に
は
、
町
内
の
小
学
３

年
生
か
ら
中
学
２
年
生
ま
で
の

約
１
７
０
人
が
参
加
し
、
健
脚

を
競
い
ま
し
た
。

　
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
公
園

と
し
て
も
有
名
な
、
豊
か
な
自

然
に
包
ま
れ
た
レ
ー
ス
会
場

で
、
沿
道
か
ら
た
く
さ
ん
の
声

援
を
受
け
た
子
ど
も
達
は
、

元
気
い
っ
ぱ
い
の
快
走
を
見

せ
、
好
記
録
も
飛
び
出
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
地
元
で
あ
る
佐
護
地

区
の
保
護
者
ら
が
準
備
し
た
温

か
い
豚
汁
は
、
レ
ー
ス
後
の
楽

し
み
と
し
て
子
ど
も
達
に
大
好

評
。
あ
ま
り
の
お
い
し
さ
に
お

か
わ
り
す
る
子
も
お
り
、
み
ん

な
笑
顔
で
親
睦
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

　3月19日、上対馬総合センターで、県立上対馬高
校ブラスバンド部定期演奏会が行われました。　
同校ブラスバンド部は、対馬上地区のイベント
にはもちろんのこと、第50回長崎県吹奏楽コン
クールで銅賞を受賞するなど、年間を通して積
極的に活動し、実績を重ねています。
　当日は、社会人４名と同校の卒業生で結成さ
れた「ヒロミ　ヤマシタ　アンサンブル」と上
対馬の合唱グループ「コール　カミーリア」も
参加しました。
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●
上
県
町
ジ
ュ
ニ
ア
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
●
　
〜
好
記
録
続
出
〜�

�

　
※
大
会
結
果
※
（
敬
称
略
）

▽
小
３
男
子
（
1.0
㎞
）
①
阿
比
留
和
弘

（
佐
護
）
3
分
41
秒
（
新
）
②
木
村
幸

太
（
仁
田
）
③
中
村
祐
太
（
同
）
▽
同

女
子（
8
0
0
ⅿ)

①
小
宮
あ
か
り
（
仁

田
）
2
分
54
秒（
新
）
②
豊
田
奈
央（
佐

護
）
3
分
00
秒
（
新
）③
白
石
燦
来（
仁

田
）

▽
小
４
男
子（
1.0
㎞
）
①
春
田
勇
馬（
仁

田
）
3
分
39
秒
②
阿
比
留
泰
貴
（
佐
須

奈
）
③
佐
伯
勇
亮
（
久
原
）
▽
同
女
子

（
1.0
㎞
）
①
糸
瀬
朱
那
（
仁
田
）
3
分

52
秒
②
西
山
詩
帆
（
同
）
③
糸
瀬
奈
々

（
同
）

▽
小
５
男
子（
1.5
㎞
）
①
三
槻
圭
祐（
仁

田
）
5
分
56
秒
②
阿
比
留
大
地
（
同
）

③
丸
尾
綾
太（
佐
須
奈
）
▽
同
女
子（
1.2

㎞
）
①
白
石
瑞
規
（
仁
田
）
4
分
28
秒

②
糸
瀬
未
来
（
佐
須
奈
）
③
山
口
真
奈

（
同
）

��

�

▽
小
6
男
子
（
1.5
㎞
）
①
仁
田
原
大

剛（
佐
須
奈
）5
分
17
秒
②
板
山
航
太

（
佐
護
）
③
須
川
潤
紀（
久
原
）▽
同

女
子
（
1.2
㎞
）
①
阿
比
留
理
沙
（
佐

護
）
4
分
20
秒
②
港
杏
奈
（
仁
田
）

③
土
肥
結
子
（
久
原
）

▽
中
１
男
子
（
3.0
㎞
）
①
土
肥
啓
人

（
久
原
）
10
分
06
秒
（
新
）
②
瀧
本

泰
敬
（
佐
護
）
③
平
野
仁
志（
仁
田
）

▽
同
女
子（
2.0
㎞
）
①
武
田
早
妃（
佐

須
奈
）7
分
56
秒
②
岡
部
彩（
同
）
③

斉
藤
美
月（
仁
田
）

▽
中
２
男
子（
3.0
㎞
）
①
林
良
祐（
佐

須
奈
）
10
分
35
秒
②
小
宮
貴
大
（
佐

護
）
③
仁
田
原
英
彦（
佐
須
奈
）▽
同

女
子（
2.0
㎞
）
①
島
居
ま
み
（
佐
護
）

7
分
23
秒
②
山
口
瀬
奈
（
佐
須
奈
）

③
江
藤
芙
美
（
佐
護
）

豚汁を楽しむ子どもたち�

●県立上対馬高等学校ブラスバンド部●　�
定期演奏会�

�

●峰温泉｢ほたるの湯｣開業１周年●�
�

む
く

な
し
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　対馬市で初めてとなる気管挿管認定

救急救命士が誕生しました。�

　市消防本部所属の小田一久さんは、

県消防学校での事前講習と島内外の病

院での３０症例の実習を終了し、２月

２７日に県メディカルコントロール協

議会より同救急救命士の認定を受けま

した。県内では２３人目となります。�

　気管挿管とは、心肺停止状態の傷病

者の気管にチューブを挿入し、肺に直

接酸素を送り込む処置で、医師のみに

認められていたものです。これまでも

器具による気道確保は行われていまし

たが、より確実な気道確保が可能とな

り、救命率の向上が期待されます。�

　市消防本部では、現在所属する救急

救命士１８名全員の認定を目指してい

ます。�

　
子
ど
も
を
標
的
と
し
た
犯
罪

の
多
発
を
受
け
、
「
地
域
の
子

ど
も
は
地
域
で
守
る
」
と
い
う

意
識
高
揚
と
「
防
犯
の
街
‥
佐

護
」
を
地
域
内
外
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
こ
の
ほ

ど
上
県
町
佐
護
地
区
に
「
佐
護

っ
子
を
守
る
会
」が
発
足
さ
れ
、

３
月
27
日
、
佐
護
小
中
学
校
の

駐
車
場
で
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
の
出
発
式
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　
出
発
式
で
は
、佐
護
区
長（
小

宮
政
利
氏
）か
ら
防
犯
の
ぼ
り
、

対
馬
北
地
区
防
犯
協
会
か
ら
車

輌
に
貼
付
け
る
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ

ー
ト
の
贈
呈
が
あ
り
、
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
対
馬
初

の
防
犯
組
織
が
本
格
的
に
稼
働

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
み
ん
な
で
守
ろ
う
佐
護
っ

子
」
と
表
示
さ
れ
た
防
犯
の
ぼ

り
が
ひ
る
が
え
る
な
か
、
子
ど

も
達
の
拍
手
に
送
ら
れ
出
発
し

た
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

（
５
台
の
車
輌
）は
、同
地
区
で

商
店
等
を
経
営
す
る
人
た
ち
が
、

通
学
時
間
帯
に
車
で
巡
回
す
る

こ
と
で
、
犯
罪
抑
止
へ
の
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
２
月
15
日
、
午
後
４
時
過
ぎ

に
上
県
町
佐
護
で
発
生
し
た
建

物
火
災
で
、
発
見
通
報
・
初
期

消
火
に
協
力
し
た
と
し
て
、
同

地
区
の
島
居
昌
子
さ
ん
と
島
居

壮
春
さ
ん
の
２
名
に
、
対
馬
市

消
防
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
昌
子
さ
ん
は
、
犬
と
散
歩
中

に
火
災
を
発
見
。
直
ち
に
消
防

署
へ
携
帯
電
話
で
通
報
し
、
近

隣
者
の
壮
春
さ
ん
へ
火
災
を
知

ら
せ
ま
し
た
。
知
ら
せ
を
受
け

た
壮
春
さ
ん
は
、
現
場
へ
駆
け

つ
け
、
留
守
の
出
火
建
物
の
窓

ガ
ラ
ス
を
破
壊
し
て
進
入
し
、

炎
上
中
の
フ
ラ
イ
パ
ン
を
水
で

濡
ら
し
た
座
布
団
で
覆
っ
て
消

化
し
ま
し
た
。
迅
速
且
つ
機
転

の
利
い
た
２
人
の
対
応
に
よ
っ

て
、
火
災
の
拡
大
が
阻
止
さ
れ

ま
し
た
。

　
２
月
21
日
、
鶏
鳴
小
学
校
の

６
年
２
組
の
児
童
が
美
津
島
支

所
を
訪
れ
、
自
分
た
ち
で
育
て

た
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
６
年
生
の
家
庭
科

の
授
業
の
一
環
と
し
て
、
「
地

域
の
人
々
の
役
に
た
と
う
」
を

テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ
活
動
で

す
。

　
ま
た
、
６
年
１
組
は
、
総
合

学
習
で
川
の
性
質
や
保
護
に
つ

い
て
学
習
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

川
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
美
津

島
支
所
の
ほ
か
、
中
対
馬
病
院

や
文
化
会
館
な
ど
に
も
届
け
ら

れ
ま
し
た
。
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防
犯
組
織「
佐
護
っ
子
を
守
る
会
」　
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
出
発
式�

�
対
馬
市
第
１
号
の�

　
気
管
挿
管
認
定�

　
　
救
急
救
命
士
誕
生�

�

　
消
防
本
部�

小
田
一
久
さ
ん（
49
歳
）�

島
居
昌
子
さ
ん
（
62
歳
）�

島
居
壮
春
さ
ん
（
78
歳
）�

� 消
防
長
よ
り
感
謝
状�
�

し
ょ
う
こ�

つ
よ
は
る�

鶏
鳴
小
学
校
の
児
童
が�

　
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト�

�

か
ず
ひ
さ�
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金　京一、辛　恩京�対馬釜山事務所�
キム　　　　キョン イル　　　　シン　　　　 ウン ギョン

　2月、微かな香りとして感じられた春は、3月になると“ハルハル”その
気配を強めていきます。（ハルハル＝一日一日の韓国語）�
　視覚的には、遠くの山々を黄色に染める連翹や、街の中の植木鉢のパン
ジーの黄色が真っ先に春を感じさせます。しかし、並木の新芽もまだはっ
きりせず、桜のつぼみも小さい頃には、より沢山の春を感じようと、私は
春を買いに出かけます。�
�
「シジャンエ　カップシダ！」（市場へ行きましょう！）�
　訪れる春の歩みが遅いと思ったら、市場に行きましょう。そこでは春が
買えます。�
　春はどうも街よりも山や野原に先に訪れるようです。市場での「山菜」
は、まるでその命を野原から市場という土地に変えて根付いているように
青々としています。�

　今回は市場で買える、韓国で春を代表する山菜を紹介します。�

　まず、春を代表する山菜といえば、断然ヨモギです。普通、
ヨモギはその若葉を材料にした‘ヨモギ汁’として食卓に上が
ります。この他、餅にいれてつくる‘ヨモギ餅’も春の珍味だ
と言えます。独特な匂いで好きではない人もたまにはいますが
、このヨモギの生臭い匂いこそが春の匂いだと私は思います。
ヨモギは肝臓の機能を活性化させたり、血液をサラサラにした
り、疾病に対する対抗力を高める効果があるとも言われ、薬用
としてもよく使われています。�

　次は‘春の山菜、三兄弟’とも言われるダルレ、ネンイ、スンバグィです。�

　ダルレはヒメニラの韓国語です。ふと見た時、ごく細いねぎのように見え
るダルレはニンニクのような辛さが少しありますが、ビタミンCとカルシウム
がすごく多い山菜です。　��
　唐辛子の粉、醤油、酢などを入れ和えて、辛ずっぱく食べるのが一番美味
しいです。ダルレは不眠症、胃炎、または婦人疾患にも効能があるとも知ら
れています。�
　ネンイはナズナ（ペンペン草）のことです。春のだるさにはネンイをいれ
た味噌汁一杯がお薬になります。それは豊富に含まれているビタミンAが体を
目覚めさせて、元気をつけてくれるからです。このほかにもタンパク質、カ
ルシウム、鉄分も多く含まれています。��
　ニガナを韓国ではスンバグィと言います。スンバグィは苦味がすこし強い
ので、お湯でゆでた後、水に浸して苦みを取ってから和えて食べます。しか
し、スンバグィの苦みはややもすれば食欲が
衰えるこの時期に食欲をそそってくれます。
また、胃腸を丈夫にしてくれる効果もあるそ
うです。�
　対馬の山野にも‘春の山菜、三兄弟’があ
るのでしょうか？�
　もし、山菜を取りに行く時はこの童謡を！�
�

ダ
ル
レ�

街
の
植
木
鉢
の
パ
ン
ジ
ー�

市
場
で
売
ら
れ
て
い
る
山
菜�

春の山菜、三兄弟�

ネ
ン
イ�

ス
ン
バ
グ
ィ�

れんぎょう�
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〔問い合せ先〕 �
対馬市総合福祉保健センター�
TEL0920-54-2525

ヘルスメイ
トコーナー

�
ヘルスメイ

トコーナー
�

ヘルスメイ
トコーナー

�

（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�

（食生活改
善推進員）�

①鍋にバターを熱し、さいの目切りした玉ねぎを、色がつかない程度に炒め、さらに１cm幅に

　切ったベーコンを加えて炒める。�

②①の火を止め、小麦粉をふり入れてよく混ぜ、スープで溶いたスキムミルクを加えて、鍋底が

　焦げないように混ぜながら再び火にかける。沸いてきたらミックスベジタブルを加えて塩、こ

　しょうで調味しパセリをあしらう。�

・スライスベーコン…2枚　　　・スキムミルク……60g��

・玉ねぎ………………1/2個　　・スープ……………600ml�

・ミックスベジタブル…120g　　・塩…………………小さじ2/3�

・バター………………大さじ1　・こしょう…………少々�

・小麦粉………………大さじ3　・パセリのみじん切り…少量�

※夏みかんは、適当な大きさに切ってミキサーに�
　かけ、汁をしぼる（布に入れてしぼるとよい）�
　夏みかんの代わりに、ユズ・お茶・ハーブの液等�
　を入れてもよい�

ベジタブルチャウダー�
�
ベジタブルチャウダー�
�材料（４人分）�

作り方�

  作り方�
①みかんを水少量とミキサーにかける。あらい
　布でこし、水を加えて900ccにする。�
②１斗缶に①を入れる。�
③カセイソーダを静かに入れ、煙が出なくなる
　まで混ぜる。（※煙がでるので、換気のよい
　ところで。熱くなるので注意が必要。）�
④カセイソーダが溶けたら、廃油を静かに入れ、
　かき混ぜる。�
⑤ふるった米ぬか200ｇを入れてかき混ぜる。
（30分）��
（キャラメル色でとろりとしてくる）�
⑥30分くらいかき混ぜたら固まりかけてくる
　ので容器に流し込む。�
⑦2～3日位置いて、やわらかいうちに切る。
　（薄手の包丁を使う）�
⑧１ヵ月位おいたら出来上がり。�

  材　料�

廃　　　　油…3リットル�
カセイソーダ…450ｇ�
米ぬか…200ｇ（※ふるって使う）�
水と夏みかん…1～2個のしぼり汁�
　　　　　　　　　　（900ccにする）�
�
�
�
�
  用　具�

・１斗缶・かきまわす棒（１ｍ）・マスク・軍手�
・エプロン・牛乳パック又は、豆腐の空パック�
�
《使い方いろいろ》�
●台所で：食器洗い・換気扇のベタベタ�
　　　　・水道の蛇口・鍋・ガスレンジなど�
●浴槽で：タイル、浴槽（トイレ・洗面所も）�
●洗濯で：上履き、布ぐつなど�
※顔などを洗うのには適していませんのでご注意

下さい。�

美津島支部では、ヘルシーウォークや伝達講習会等で廃油石けんの�
配布や紹介を行っています。ぜひお試し下さい。�
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350�
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50�

0
悪性新生物� 心疾患� 脳血管疾患�

293.6

238.8

165.9 135.6
117.8 104.7

対馬H13年�
全国H13年�

３大死因別年齢調整死亡率（人口10万対）�

＊平均寿命＊�

�

全　国�

対　馬�

男�

78.64歳�

76.16歳�

女�

85.59歳�

83.09歳�

～その１～

＊お問い合わせ・応募先＊�
〒817‐1201�
対馬市豊玉町仁位380�
対馬市保健部　健康推進課�
☎0920‐58‐1118　℻0920‐58‐2755�
メール：ts-kenkou@city-tsushima.jp

　こうやって見てみると、今の対馬市はあまり健
康だとは言えないみたいですね。�
　でも、一人一人が気をつければ、予防できるこ
とばかりのようですよ。そのためにも、まずは健
診を受けて、自分の体をよーく知っておくことが
大切ですね。�
　来月号では、平成18年度の市民健診について詳
しくお知らせしますね。お見逃しなく！�
＊健康キャラクターツシマヤマネコの名前大募集＊�
　ヤマネコの男の子と女の子のそれぞれの名前、
応募者住所、氏名、電話番号を明記の上、平成18
年５月31日までに右下の宛先までメール、ＦＡＸ、
郵送にて、ご応募下さい。採用された方には粗品
を差し上げます。お待ちしております。�

　死亡の原因の半分は生活習慣病だ
って！死亡の原因は全国と比較して、
がん、心疾患、脳血管疾患が多いで
す。特に、心疾患による死亡が増え
ています。�

　生活習慣病の中の糖尿病で病院
にかかっている人は平成６年に、
302件だったのが、平成17年には
822件!!　11年間でなんと2.7倍
になってるんだって！�

　対馬市の人の寿命は短い
んだね～。みんなもっと元
気で長生きして欲しいよ～。� 　肥満、糖尿病などの生

活習慣病が進むと心疾患
や脳血管疾患になりやす
いんだって！�
　だから早いうちに、食
生活などの生活習慣を改
善しないといけないって
ことがわかるよね。�
　フムフム・・・。�

運動も�
わすれずに！�

市民健診の受診者の約29％は�
肥満なんだって！�

　みなさんこんにちは！僕たちは、ツシマヤマネ
コの兄妹です。まだ名前がついてないんだけど、
これからたびたび皆さんの前に現われて、対馬の
健康について考えていくお手伝いをしたいと思い
ます。よろしくね！�
　それでは今回は、まず、対馬の健康実態を見て
いく事にしましょう。�
（私たち健康キャラクターヤマネコの名前を募集
　しています！詳しくは左下をご覧ください！）�
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廃 棄 物 対 策 課 コ ー ナ ー �

年 金 コ ー ナ ー �

対
馬
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
を
策
定

対
馬
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
を
策
定�
対
馬
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
を
策
定

対
馬
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
を
策
定�
対
馬
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
を
策
定�

　
対
馬
市
の
「
ご
み
」
と
「
し
尿
」
の
処
理
計

画
を
ま
と
め
た
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。�

　
対
馬
市
の
ご
み
の
出
さ
れ
る
状
況
を
分
析
し

て
、
ご
み
の
減
量
化
や
資
源
化
へ
の
取
り
組
み

を
ま
と
め
た
「
ご
み
処
理
基
本
計
画
」
と
川
や

海
の
水
質
保
全
の
た
め
の
合
併
処
理
浄
化
槽
の

普
及
促
進
な
ど
を
ま
と
め
た
「
生
活
排
水
処
理

基
本
計
画
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
計
画
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ h

ttp
://w
w
w
.�

city.tsu
sh
im
a.n
ag
asaki.jp

/

）、廃
棄
物
対
策

課
及
び
各
支
所
環
境
水
道
班
の
窓
口
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。�

　指定袋に入らない大きさの物は収集しません。直接対馬ク

リーンセンター又は中継所に持ち込んでください。�

　特に、可燃ごみのうち、布団、毛布、じゅうたん、コート

などの大きな衣類、30センチメートル以上のぬいぐるみは可

燃粗大ごみとして取り扱います。指定ごみ袋での収集はいた

しませんので、直接対馬クリーンセンター又は中継所に持ち

込んでください。�

　これは、対馬クリーンセンターの焼却炉の構造上、大型の

衣類や布団が破砕できないためです。�

　ただし、ご家庭で四方が30センチメートル未満に切断した

ものについては、指定袋での収集は行います。�

�

　●お願い�

　資源ごみのうち、びん類の蓋やキャップ、ペットボトルの

キャップ、ラベルは取り外してください。取り外したものの

うち、金属製の物は不燃ごみとして、プラスチック製の物や

コルクについては可燃ごみとして出してください。�

　また、スプレー缶やカセットボンベ等は使い切って、必ず

ガス抜きをしてください。�

18年度から粗大ごみの収集方法が変わります�

�
　国民年金などの年金制度の改正が順次実施されるこ
ととなっています。平成18年４月からの主な変更点は、
次のとおりです。�
【国民年金】�
○保険料額が改正されます�
　平成18年４月から平成19年３月までの国民年金保険
料は、月280円引き上げされ、月額13,860円となりま
す。�
　国民年金保険料は、平成29年度まで毎年度月額280
円引き上げられ、最終的に月額16,900円となる予定で
す。これは、年金を支える力と給付のバランスを取る
ためのものです。�
　年金は、納付した額の1.7倍以上となります。�
　基礎年金額の1/3（将来は1/2）は国庫負担です。今
後も保険料の改定が予定されていますが、国庫負担が
あることで、若者であっても平均では納付した額の1.7
倍以上の年金が受け取れる計算となります。�

【年金給付関係】�
○平成18年度の年金額は0.3％引き下げとなります�
　平成17年度の年平均の全国消費者物価指数が、対前
年マイナス0.3％であったため、平成18年度の年金額
は、前年度より0.3％少ない額となります。�
　満額の老齢基礎年金の場合は、月額200円ほど引き
下げとなります。平成18年４月分から新しい年金額と
なりますので、６月の定期支払（４月及び５月分）か
ら年金額が変更となります。�
○障害基礎年金と老齢厚生年金等を併せて受給できる
　ようになります�
　障害を持ちながら働いたことが評価される仕組みと
して、平成18年度から、65歳以上の方は、障害基礎年
金と老齢基礎年金、障害基礎年金と遺族厚生年金の組
み合わせについて併せて受給（併給）することができ
るようになります。�
　なお、併給を申請される場合は、選択申請書を提出
していただく必要があります。�

■問い合せ先�
◎ねんきんダイヤル（年金保険料を納めている方）�
　０５７０‐０５‐１１６５�
◎ねんきんダイヤル（年金を受給している方）�
　０５７０‐０７‐１１６５�
◎長崎北社会保険事務所�
　０９５‐８６１‐１２１１�
　または、対馬市各支所住民生活課　年金担当まで�
　�

年金制度が変わります�年金制度が変わります�年金制度が変わります�

社会保険事務局の出張相談のお知らせ�

◎５月16日（火）午前９時から午後５時まで�
　厳原支所大会議室�
◎５月17日（水）午前10時から午後３時まで�
　美津島支所別館会議室�
◎６月８日（木）午前９時から午後５時まで�
　上対馬総合センター�
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４ 月 か ら 介 護 保 険 が 変 わ り ま す �

一定期間後に地域包括支援センターで効果を評価�

・要介護認定の区分が変わります。�
　非該当・経過的要介護・要支援１・要支援２・要介護１・要介護２・要介護３・要介護４・要介護５となります。��
・「経過的要介護」とは４月１日現在で要支援と判定されている披保険者が対象となります。（認定有効期間終了日まで）�
・「経過的要介護」となる披保険者は引き続き現在利用できるサービスが利用できます。（期間満了日まで）�
・新介護予防給付を利用できる披保険者は要支援１と要支援２と判定された方です。�

制 度 の 変 更 内 容�

　介護保険料は、定期的にその額を見直すよう法で定められており、今年度が見直しを行う年となっています。�
　平成18年４月以降の介護保険料の算定は以下の表のとおりです。�

料 金 の 変 更 内 容�

制 度 の 変 更 内 容�

料 金 の 変 更 内 容�

制 度 の 変 更 内 容�

料 金 の 変 更 内 容�

○生活保護受給者の方○住民税世帯非課税者�
で老齢福祉年金受給者の方�

○住民税世帯非課税者で、本人の年金収入額�
が80万円以下かつ年金以外に収入の無い方�

○住民税世帯非課税者で、第２段階以外の方�

○同一世帯員のうち、ご自身以外の方が住民�
税課税者の方�

○ご自身が住民税課税者で、所得額が200万�
円未満の方�

○ご自身が住民税課税者で、所得額が200万�
円以上の方�

１．介護保険料額� ２．納入方法�

※徴収方法等により、１回あたりの納入額が異なる場合があります。��
※税制改正により65歳以上の方の住民税課税区分変更に起因する保険料段階の�
　引上げについては、緩和措置が適用されます。�

保険料�

第１段階�

第２段階�

第３段階�

第４段階�

第５段階�

第６段階�

月　額�

2,250円�

2,250円�

3,375円�

4,500円�

5,625円�

6,750円�

年　額�

27,000円�

27,000円�

40,500円�

54,000円�

67,500円�

81,000円�

年　額�

基準額×0.5

基準額×0.5

基準額×0.75

基準額�

基準額×1.25

基準額×1.5

判　　定　　基　　準� ①特別徴収�
　年金給付額が、年額18万円以
　上の方（年金保険者が年金支
　給額より徴収）�
　※新たに65歳になられた方又
　は転入してこられた方は、特
　別徴収による納付が行えるよ
　うになるまで期間がかかりま
　すので、それまでの間は普通
　徴収となります。�
　※平成18年度改正により、障
　害年金・遺族年金受給者も、
　対象に含まれるようになりま
　した。�
②普通徴収�
　特別徴収以外の方。（納付書又
　は、口座振替により納付）�

【問い合せ先】　保健部 保険課　10920-58‐1118まで�

※非該当と判定された披保険者は、地域支援事業の対象となります。詳しくは、お近くの地域包括支援センターに�
　ご連絡ください。�
※居宅サービス利用限度額＝要支援１　49，700円／月　　要支援２　104，000円／月�
　経過的要介護　61，500円／月（1割は利用者負担、9割は保険給付）　要介護１～要介護５の居宅サービス利用限�
　度額に変更はありません。�

訪問介護�
訪問リハビリテーション�
デイサービス�
短期入所生活介護�
福祉用具貸与�
福祉用具購入�
特別養護老人ホーム�
療養型施設（病院等）�
認知症対応型通所介護�
小規模特定入所者生活介護　　　グループホーム�
小規模介護老人福祉施設�

訪問入浴介護�
訪問看護�
通所リハビリテーション�
短期入所療養介護�
居宅療養管理指導�
特定入居者生活介護�
老人保健施設�
夜間対応訪問介護�
小規模多機能型居宅介護�

訪問介護�
訪問リハビリテーション�
デイサービス�
短期入所生活介護�
福祉用具貸与�
福祉用具購入�
認知症対応型通所介護�
グループホーム�

訪問入浴介護�
訪問看護�
通所リハビリテーション�
短期入所療養介護�
居宅療養管理指導�
特定入居者生活介護�
小規模多機能型居宅介護�

※介護予防の事業指定を受けていれば利用できますので�
　ご注意下さい。�

新介護予防サービスを利用�

要支援１・要支援２�

認　定　審　査　会�

地域包括支援センターと契約�
（ケアプラン作成）�

介護サービスを利用�

要介護１～５�

居宅介護支援事業所と契約�
（ケアプラン作成）�

要支援･要介護認定判定後のサービス利用の流れ�

（対馬で利用できないサービスがあります）�
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�������

　
対
馬
市
斎
場
利
用
に
あ
た
っ
て

は
、
斎
場
は
公
共
施
設
で
す
の
で

『
心
付
け
』
等
の
金
品
を
い
た
だ

か
な
い
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。�

　
「
遺
族
の
気
持
ち
だ
か
ら
」
と

か
「
気
持
ち
よ
く
故
人
を
送
り
た

い
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
『
心
付

け
』
を
お
渡
し
す
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。�

　
火
葬
は
故
人
を
偲
ぶ
大
切
な
行

事
で
す
。
斎
場
利
用
に
関
し
ま
し

て
は
、
『
心
付
け
』
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
行

き
届
く
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。�

�����

　
日
本
で
は
じ
め
て
の
ま
ち
歩
き

博
覧
会
が
長
崎
市
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
「
さ
る
く
」
と
は
、
長

崎
弁
で
ま
ち
を
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
く
と

い
う
意
味
で
す
。�

　
グ
ラ
バ
ー
園
・
出
島
・
長
崎
歴

史
文
化
博
物
館
の
入
場
券
及
び
売

店
の
割
引
券
を
兼
ね
た
「
長
崎
さ

る
く
パ
ス
ポ
ー
ト
」を
通
常
１
’７

０
０
円
の
と
こ
ろ
を
９
０
０
円
に

て
販
売
し
て
お
り
ま
す
。�

▽
さ
る
く
博
開
催
期
間�

　
４
月
１
日
〜
10
月
29
日�

����

　
分
庁
舎
を
解
消
し
、
次
の
日
程

で
移
転
を
行
い
ま
す
。�

▽
移
転
後
の
営
業
開
始
日�

　
職
業
安
定
部
・
雇
用
均
等
室�

　
　
　
　
　
　
　
５
月
29
日（
月
）�

　
労
働
基
準
部
　
６
月
５
日（
月
）�

　
総
務
部
　
　
　
６
月
12
日（
月
）�

▽
移
転
先�

　
〒
８
５
０
‐
０
０
３
３�

　
長
崎
市
万
才
町
７
‐
１�

　
住
友
生
命
長
崎
ビ
ル
３
・
４
・
６
階

�

※
移
転
後
の
業
務
開
始
日
以
降
、

　
現
在
の
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番

　
号
は
変
更
に
な
り
ま
す
。�

����

　
重
度
の
身
体
障
害
者
の
方
及
び

重
度
の
知
的
障
害
者
の
方
で
希
望

さ
れ
る
方
に
、
無
料
で
配
布�

▽
対
象
者�

　
　
身
体
障
害
者
手
帳
に
１
級
又

　
は
２
級
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方
。

　
療
育
手
帳
に
Ａ
１
又
は
Ａ
２
と

　
記
載
さ
れ
て
い
る
方
。�

▽
受
付
期
間
　
平
成
18
年
４
月
１

　
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で�

▽
配
布
葉
書�

　
く
ぼ
み
入
り
通
常
郵
便
葉
書�

▽
配
布
枚
数�

　
一
人
当
た
り
20
枚�

▽
申
出
の
方
法�

　
　
最
寄
り
の
郵
便
局
に
身
体
障

　
害
者
手
帳
又
は
療
育
手
帳
を
提

　
示
し
、
所
定
の
用
紙
に
必
要
事

　
項
を
記
入
。
用
紙
は
、
郵
便
局

　
の
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

　
す
。
な
お
、
郵
便
に
よ
っ
て
も

　
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。�

対
馬
市
斎
場

対
馬
市
斎
場（
火
葬
場
）

（
火
葬
場
）�

利
用
の
際
の

利
用
の
際
の「
心
付
け
」

「
心
付
け
」�

に
つ
い
て

に
つ
い
て�

市
民
生
活
部
市
民
課
・�

各
支
所
住
民
生
活
課�

☎
５
３
‐
６
１
１
１�

対
馬
市
斎
場

対
馬
市
斎
場（
火
葬
場
）

（
火
葬
場
）�

利
用
の
際
の

利
用
の
際
の「
心
付
け
」

「
心
付
け
」�

に
つ
い
て

に
つ
い
て�

対
馬
市
斎
場（
火
葬
場
）�

利
用
の
際
の「
心
付
け
」�

に
つ
い
て�

観
光
交
流
商
工
課�

☎
５
３
‐
６
１
１
１�

長
崎
さ
る
く
博

長
崎
さ
る
く
博�

パ
ス
ポ
ー
ト
販
売
中

パ
ス
ポ
ー
ト
販
売
中�

06’�

長
崎
さ
る
く
博

長
崎
さ
る
く
博�

パ
ス
ポ
ー
ト
販
売
中

パ
ス
ポ
ー
ト
販
売
中�

06’�

長
崎
さ
る
く
博�

パ
ス
ポ
ー
ト
販
売
中�

06’�

青
い
鳥
郵
便
葉
書
の

青
い
鳥
郵
便
葉
書
の�

無
料
配
布

無
料
配
布�

　
　
　
　
　
最
寄
り
の
郵
便
局�

青
い
鳥
郵
便
葉
書
の

青
い
鳥
郵
便
葉
書
の�

無
料
配
布

無
料
配
布�

青
い
鳥
郵
便
葉
書
の�

無
料
配
布�

長
崎
労
働
局
総
務
部
総
務
課�

☎
０
９
５
‐
８
４
６
‐
６
３
４
３�

母子家庭・父子家庭の�
皆様へ�

母子家庭・父子家庭の�
皆様へ�

問い合せ先　政策企画課 ☎53‐6111

～入学祝金のお知らせ～�

●対象者�

　　母子家庭、父子家庭等で、平成18年４月

　に小学校、中学校に入学した児童を監護また

　は養育している方。�

●祝金金額　児童１人につき5,000円�

●申請に必要なもの�

　・母子・父子家庭児童入学祝金支給申請書�

　　（受付の場所に準備しています。）�

　・印鑑�

●受付場所　福祉事務所  158‐2294��

　　　　　　及び対馬市各支所福祉班窓口�

　※祝金を受けるには申請が必要です。�

　　必ず申請をお願いします。�

長
崎
労
働
局
が
移
転
し
ま
す

長
崎
労
働
局
が
移
転
し
ま
す�
長
崎
労
働
局
が
移
転
し
ま
す

長
崎
労
働
局
が
移
転
し
ま
す�

長
崎
労
働
局
が
移
転
し
ま
す�



21 広報つしま  2006. 4

tsushima city community magazine
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■
県
職
員�

　
●
試
験
区
分
・
職
種
／
【
大
学

　
卒
業
程
度
】
行
政
・
農
業
・
土

　
木
・
教
育
事
務
・
警
察
事
務
等

　
（
※
行
政
に
つ
い
て
は
、
専
門

　
試
験
を
複
数
の
区
分
か
ら
選
択

　
し
て
受
験
で
き
ま
す
）
●
年
齢

　
要
件
等
／
昭
和
52
年
４
月
２
日

　
〜
昭
和
60
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　
の
方
。�

　
●
受
付
期
間
／
５
月
８
日（
月
）

　
〜
26
日（
金
）●
第
１
次
試
験
／

　
６
月
25
日（
日
）�

■
警
察
官�

　
●
試
験
区
分
・
職
種
／
【
警
察

　
官
Ⅰ
類
（
男
性
﹇
第
２
回
﹈・
女

　
性
）】一
般
・
語
学（
英
語
）・
情

　
報
処
理
・
武
道（
柔
道
・
剣
道
）

　
※
武
道
は
男
性
の
み
●
年
齢
要

　
件
等
／
昭
和
51
年
４
月
２
日
〜

　
昭
和
60
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

　
方
。一
般
は
、４
年
制
大
学
（
こ

　
れ
に
準
ず
る
も
の
を
含
む
）
を

　
卒
業
（
平
成
19
年
３
月
31
日
ま

　
で
に
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
し

　
た
方
。
●
受
付
期
間
／
５
月
８

　
日（
月
）〜
26
日（
金
）●
第
１
次

　
試
験
／
７
月
９
日（
日
）●
試
験

　
案
内
・
申
込
書
の
配
布
場
所
／

　
県
の
主
な
機
関
で
配
布
。
郵
送

　
に
よ
る
請
求
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
か
ら
の
入
手
も
で
き
ま
す
。
※

　
県
職
員
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ

　
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み
が
で

　
き
ま
す
。�

�

h
ttp
://w
w
w
.p
re
f.n
a
g
a
sa
ki.�

jp
/jin
jiiin
/�

����

★
泥
ん
こ
に
な
っ
て
田
植
え
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？�

�������������

▽
目
　
的
　
農
業
で
作
る
楽
し
さ

　
・
出
来
る
喜
び
を
体
験
す
る�

▽
期
　
日
　
平
成
18
年
６
月
４
日

　（
日
）午
前
９
時
30
分
　�

▽
場
　
所
　
上
県
町
佐
護
ム
ク
ナ

　
シ
（
野
鳥
の
森
に
集
合
）�

▽
主
　
催�

　
対
馬
市
農
業
委
員
会�

　
対
馬
市
認
定
農
業
者
協
議
会�

　
Ｊ
Ａ
対
馬
農
業
協
同
組
合�

▽
参
加
費
　
１
０
０
０
円�

　
（
昼
食
の
お
に
ぎ
り
付
）�

▽
準
備
品
　
汚
れ
て
も
よ
い
服
装�

▽
申
　
込
　
対
馬
市
農
業
委
員
会

▽
申
込
期
日
　
５
月
19
日（
金
）�

▽
そ
の
他
　
定
員
は
先
着
１
０
０

　
人
で
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。�

�����

◎
ち
ん
ぐ
！
フ
レ
ン
ド
・�

　
　
　
　
　
　
　
友
達
の
輪�

　
韓
国
や
対
馬
で
生
活
す
る
諸
外

国
の
人
と
ふ
れ
あ
い
ま
せ
ん
か
？�

●
日
程
／
６
月
30
日
〜
７
月
３
日

●
会
場
／
対
馬
青
年
の
家
●
内
容

／
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、

異
文
化
交
流
、
海
で
の
活
動
な
ど

●
対
象
／
韓
国
・
対
馬
在
住
の
外

国
の
人
、
大
学
生
以
上
の
方
●
定

員
／
50
名
※
日
本
側
25
名
●
参
加

費
／
６
０
０
０
円
（
食
事
代
、
保

険
料
な
ど
）
●
申
込
／
郵
便
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
●
締
切
／
６
月

23
日（
金
）�

◎
夜
更
か
し
子
育
て
談
議�

　
子
育
て
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま

せ
ん
か
？�

●
日
程
／
５
月
13
日
〜
５
月
14
日

●
会
場
／
対
馬
青
年
の
家
●
内
容

／
講
話
、
座
談
会
な
ど
●
対
象
／

ど
な
た
で
も
●
定
員
／
30
名
●
参

加
費
／
２
０
０
０
円
（
食
事
代
、

保
険
料
な
ど
）
●
申
込
／
郵
便
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
●
締
切
／
５

月
10
日（
水
）�

■
問
合
せ
・
申
込
先�

　
県
立
対
馬
青
年
の
家�

　
〒
８
１
７
‐
１
３
０
１�

　
対
馬
市
峰
町
三
根
１
１
８
６�

　
℻
０
９
２
０
‐
８
３
‐
０
５
０
９�

　
Ｅ
メ
ー
ル�

　tu
sim
a
-n
@
a
th
e
n
a
.o
cn
.�

　n
e
.jp
�
�

���

５
月
15
日（
月
）〜
６
月
16
日（
金
）は

春
の
農
作
業
安
全
運
動
月
間
で
す
。

　
農
繁
期
の
農
作
業
事
故
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。�

　
農
繁
期
は
体
が
疲
れ
や
す
く
な

っ
て
い
ま
す
。
田
植
え
等
で
農
業

機
械
を
使
う
際
に
は
、
必
ず
仕
業

点
検
を
行
い
、
安
全
な
使
用
に
努

め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
万
一
の
際

に
備
え
、
機
械
作
業
の
際
は
、
必

ず
２
人
以
上
で
作
業
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。�

県
職
員
と
警
察
官
　
募
集

県
職
員
と
警
察
官
　
募
集�
県
職
員
と
警
察
官
　
募
集

県
職
員
と
警
察
官
　
募
集�
県
職
員
と
警
察
官
　
募
集�

県
の
人
事
委
員
会
事
務
局�

☎
０
９
５
‐
８
９
４
‐
３
５
４
２�

田
植
え
体
験
参
加
者
募
集

田
植
え
体
験
参
加
者
募
集�
田
植
え
体
験
参
加
者
募
集

田
植
え
体
験
参
加
者
募
集�
田
植
え
体
験
参
加
者
募
集�

農
業
委
員
会�☎

８
４
‐
２
４
０
１�

対
馬
青
年
の
家

対
馬
青
年
の
家�

　
　
イ
ベ
ン
ト
情
報

　
　
イ
ベ
ン
ト
情
報�

対
馬
青
年
の
家

対
馬
青
年
の
家�

　
　
イ
ベ
ン
ト
情
報

　
　
イ
ベ
ン
ト
情
報�

対
馬
青
年
の
家�

　
　
イ
ベ
ン
ト
情
報�

県
立
対
馬
青
年
の
家�

☎
８
３
‐
０
５
５
９�

春
の
農
作
業

春
の
農
作
業�

　
　
安
全
運
動
月
間

　
　
安
全
運
動
月
間�

春
の
農
作
業

春
の
農
作
業�

　
　
安
全
運
動
月
間

　
　
安
全
運
動
月
間�

春
の
農
作
業�

　
　
安
全
運
動
月
間�

　『安心メール キャッチくん』に会員として登録
された方に、県内で発生した事案に関して★子ど
もに対する声かけ事案等情報 ★強制わいせつ､ひ
ったくり等の街頭犯罪事件情報★重要又は特異な
事件情報★その他、防犯パトロール等に有益な情
報などの情報を配信します。��
１．会員資格：どなたでも会員登録できます。�
２．会員登録要領：お持ちの携帯電話で、「n110@�
　 123123.tv」に空メールを送信し、登録要領に
　 従って登録。��
３募集期間：随時受付�
４登録料及び会費：無料�

　本年４月17曰から運用開始！�
（※会員登録受付開始曰：平成18年４月３曰）�
■問い合せ先�
　長崎県警察本部　生活安全部�
　街頭犯罪総合対策室�
　☎095-820-0110（3421、3422）�
　又は対馬南警察署（52-0110）生活安全係�
　対馬北警察署（84-2110）生活安全係�

登録要領�



22

tsushima city community magazine

広報つしま  2006. 4

（
住
所
）　（
氏
　
　
名
）（
年
齢
）

芦
　
見
　
相
川
　

枝
　
79
歳

一
　
重
　
平
間
　
キ
ワ
　
88
歳

久
　
原
　
辻
　
　
ユ
キ
　
86
歳

飼
　
所
　
河
本
　
行
男
　
73
歳

恵
　
古
　
島
居
　
　
續
　
84
歳

佐
　
賀
　
部
原
　
　
泉
　
70
歳

志
多
賀
　
長
野
　
克
己
　
76
歳

志
多
賀
　
中
島
日
出
子
　
61
歳

佐
　
賀
　
八
坂
ヨ
シ
子
　
64
歳

佐
　
賀
　
渕
上
　
弘
喜
　
44
歳

佐
　
賀
　
阿
比
留
敏
男
　
87
歳

仁
　
位
　
津
屋
千
代
乃
　
80
歳

仁
　
位
　
山
上
　
孝
子
　
78
歳

横
　
浦
　
横

　
　
篤
　
88
歳

仁
　
位
　
明
井
ヨ
シ
子
　
92
歳

水
　
崎
　
土
脇
ツ
ヤ
コ
　
83
歳

日
　
向
　
小
田
三
千
代
　
80
歳

日
の
出
　
竹
内
　
幸
子
　
64
歳

洲
　
藻
　
鳥
羽
　
幹
雄
　
72
歳

大
船
越
　
平
松
千
代
子
　
83
歳

大
　
山
　
小
田
　
敬
一
　
78
歳

昼
ヶ
浦
　
新
庄
　
　
潔
　
84
歳

中
の
町
　
井
　
　
　
實
　
79
歳

賀
　
谷
　
堀
田
　
　
満
　
69
歳

緒
　
方
　
松
島
　
梅
子
　
81
歳

国
　
分
　
武
田
　
キ
セ
　
90
歳

久
　
田
　
長
　
　
　
薫
　
85
歳

久
　
田
　
中
原
　
秋
義
　
84
歳

（
住
所
）　（
氏
　
　
名
）（
年
齢
）

与
良
内
院
　
梅
野
　
辰
子
　
52
歳

久
　
田
　
扇
　
　
好
幸
　
25
歳

国
　
分
　
瀬
戸
口
ト
シ
ヱ
　
80
歳

与
良
内
院
　
山
崎
ジ
ュ
ン
　
82
歳

　
曲
　
　
梅
野
　
一
也
　
45
歳

小
茂
田
　
吉
田
　
　
功
　
65
歳

豆
　
酘
　
大
石
　
音
春
　
54
歳

阿
　
連
　
大
中
　
　
勝
　
68
歳

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、届
出
の
際

戸
籍
窓
口
で
承
諾
の
あ
っ
た
方

の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

（
敬
称
略
）�

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す�
お
く
や
み
の
コ
ー
ナ
ー�

（
２
月
21
日
〜
３
月
20
日
受
付
分
）�診療時間　９：00～14：00（急患のみ）�

日　程� 診　療　所　名� 医 師 名�

交通事故情報� 平成18年３月31日現在�

区　　分� 対馬南署管内�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

発生件数�

死 者 数�

負傷者数�

対馬北署管内�対馬市全体�

安全運転で、事故のない対馬市を目指しましょう!!

● 日曜・休日救急医療在宅当番医●�

■相 談 日：平成18年５月17日（水）�

■場　　所：対馬市峰支所�

■相談時間：午前10時～正午�

　　　　　　午後1時～午後3時�

長崎地方法務局対馬支局 10920‐52‐6463

■登記相談を実施します■�

５月 ３日�

 ４日�

５日�

７日�

14日�

21日�

28日�

かも整形外科医院�

東 島 医 院 �

すとう内科医院�

山 上 医 院 �

佐 須 奈 診 療 所 �

仁 田 診 療 所 �

三 根 診 療 所 �

（ 厳 原 ）�

（ 厳 原 ）�

（ 厳 原 ）�

（ 仁 位 ）�

（佐須奈）�

（ 仁 田 ）�

（ 三 根 ）�

賀 茂 和 典 �

東 島 英 孝 �

主 藤 久 次 �

山 上 　 睦 �

豊 田 信 寛 �

吉 田 一 郎 �

塩 見 秀 明 �

会　　　場�

厳原地区公民館�

担当弁護士�

九弁連弁護士�

申　込　先�

【社協　厳 原 支 所】1 52‐1169

日　程�

１日（月）�

対馬市総合福祉保健センター� 九弁連弁護士�【社協　美津島支所】1 54‐242915日（月）�

厳原地区公民館� 九弁連弁護士�【社協　厳 原 支 所】1 52‐116922日（月）�

上県町地域福祉センター� 大出夏海弁護士�
（対馬ひまわり基金法律事務所）�

【社協　上 県 支 所】1 84‐216810日（水）�

■５月の無料法律相談�

日　程� 会　　　場� 担 当 相 談 員�

４月18日（火）� 厳原地区公民館２Ｆ第１研修室� 永尾　五助、村岡　月子�

25日（火）� 上県町地域福祉センター� 佐伯　　繁、廣澤　秀夫�

５月 ２日（火）� 厳原地区公民館２Ｆ第１研修室� 山崎　一宏、横尾　悦代�

９日（火）� 上県町地域福祉センター� 阿比留利男、佐伯　正發�

16日（火）� 厳原地区公民館２Ｆ第１研修室� 阿比留　朔、佐伯　利之�

23日（火）� 上県町地域福祉センター� 日高　一夫、岡野　利雄�

※相談の時間は午後１時～午後４時�
※相談を希望される方は、必ず事前（前日の午後４時まで）に予約をお願いします。�

■４・５月の心配ごと相談�

■問合せ先…対馬市社会福祉協議会 地域福祉班 10920－58－1432

※相談の時間は午前10時～午後３時30分�
※受付は当日会場で受け付けます。先着順で相談を受けます。�
※当日相談員が変更となる場合があります。ご了承下さい�

お 詫 び と �
訂 正 　 　 �

お父さん、お母さん�
未成年のお子さんに軽い気持ちで�
お酒をすすめていませんか？�

未成年者のあなた�
アルコール飲料をジュースのように�
軽い気持ちで飲んでいませんか？�

（お酒は、二十歳になってから）�

４月は未成年者飲酒防止４月は未成年者飲酒防止�
強調月間です強調月間です。�

４月は未成年者飲酒防止�
強調月間です。�

福岡国税局・厳原税務署�

　先月号22ページの「おくや
みのコーナー」の中で、記載
に誤りがありました。�
　関係の皆様に衷心よりお詫
び申し上げます。（敬称略）�
　　【正】波多　芳江�
　　【誤】波田　芳江�

12�
-10�
0�
0�
14�
-15

1�
-1�
0�
-1�
2�
1

13�
-11�
0�
-1�
16�
-14
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長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐52‐1910

長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐54‐2024

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受付時間� 診療時間�

第２（火）�

�

第2・3（水）�

�

毎週（水）午後�

�

第２（金）�

�

第３（水）�

�

�

毎週（水）�

�

第１（月）�

�

毎週（金）午後�

9�

�

10・17�

�

10・17・24・31�

�

12�

�

17�

�

�

10・17・24・31�

�

1�

�

12・19・26

8:30̃15:00�

�

8：30̃12：00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃15:00�

�

�

8:30̃11:00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃11:00

13:00̃17:00まで�

�

9:00̃17:00まで�

�

13:00̃17:00まで�

  �

13:00̃17:00まで�

�

13:00̃17:00まで�

�

�

9:00̃12:00まで�

�

14:00̃17:00まで�

�

9:00̃17:00まで�

☆…予約制となります。�
�
★…内科医の紹介により診療予約
　　となります。�
�
◎特別診療のうち、長崎大学、国
　立病院長崎医療センター応援に
　つきましては、空路欠航等によ
　り診療を中止する事があります
　ので、事前に確認下さいますよ
　うお願いします。�

皮膚科…毎週月曜日から金曜日診療�

　　　　ただし、５/10（水）休診�

内科、外科、小児科、整形外科�

　　　…月曜日から金曜日まで毎日診療�

�

※１☆印は診療科（内科）からの予約患者様のみ

　　の診療を行っております。�

　２空路欠航の場合は他の医師が代診致します。�

　３予防接種について、薬の常備がない場合も

　　ありますので、電話等でお問い合わせくだ

　　さい。�

　４透析診療については、月曜日～土曜日まで

　　午前中に診療しますので、お問い合わせく

　　ださい。�

　５予約制で事業所健診・社会保険生活習慣病

　　予防検診も行っています。�

毎週（火）�

毎週（水）�

�

�

第２（金）�

第３（金）�

�

�

第２（木）�

第４（木）�

第３（月）�

�

毎週（木）�

第４（金）�

�

�

�

毎週（月・火・木）�

予約にて受付けています。�

2・9・16・23・30�

10・17・24・31

26�

�

12・26�

�

�

�

11・25�

�

15�

�

11・18・25

8：30～11：00�

�

8：30～11：00�

�

8：30～11：00

予約のみ�

�

予約のみ�

13：00～（紹介状制）�

14：00～（紹介状制）�

8：30～11：00�

8：30～10：00

�
�
☆�
�
☆�

耳 鼻 咽 喉 科 �
�
脳 神 経 外 科 �
�
泌 尿 器 科 �
�
眼 科 �
�
神 経 内 科 �
�
循 環 器 科 �
�
言語療法・摂食嚥下訓練�

（福 岡 大 学 病 院）�
�

（長崎医療センター）�
�

（長 崎 大 学 病 院）�
�

（対馬いづはら病院）�
�

（対馬いづはら病院）�
�

（長崎医療センター）�
�

（対馬いづはら病院）�

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受　付　時　間�

　　　　　　2005年の「健康テレホンサービス」放送原稿を収載�
した、小冊子『健康一口メモ19集』（定価１冊400円［送料別］）を�
今年１月に発行しました。�

お知らせ�

胸やけ�

頸椎骨折�

子どもの指しゃぶり�

高齢者の鼻血�

噛むことの効用�

子宮脱�

月�

火�

水�

木�

金�

土・日�

【長　崎】（０９５）８２６‐５５１１�
【佐世保】（０９５６）２３‐４３００�
＊祝祭日は前日のテープが流れます。�
＊朝９時から翌朝９時までの24時間、同じ内容のテープが３分間�
　流れます。�
＊曜日毎にテーマが決められ（日替りメニュー）、月毎にかわります。�
＊内容は専門の医師・歯科医師がつくります。�

長崎県保険医協会�
〒850‐0056　長崎市恵美須町2‐3‐2F�
TEL 095‐825‐3829／FAX 095‐825‐3893�
URL http://www.vidro.gr.jp  Eメール nagasaki-hok@doc-net.or.jp

健康テレホンサービス�健康テレホンサービス�
24時間電話で健康をお届けします�

☆�

�

☆�

�

�

�

�

�

�

★�

血 液 内 科 �

�

神 経 内 科 �

�

循 環 器 科 �

�

脳 神 経 外 科 �

�

皮 膚 科 �

�

�

糖 尿 病 外 来 �

�

不 妊 症 外 来 �

�

放射線科（緩和医療科）�

（長崎医療センター）�

�

（森　　　正　孝）�

�

（守　崎　勝　悟）�

�

（長崎医療センター）�

�

（中 対 馬 病 院）�

（長崎医療センター）�

�

（川　上　眞寿弘）�

�

（津　村　圭　介）�

�

（久保田　　　元）�

２
０
０
６
年
５
月  

テ
レ
ホ
ン
テ
ー
マ�

1・2・8・9・11�
15・16・18・22�
23・25・29・30

第2・第4（火）�
�

第１（火）�

9・23�
�
2

予 防 接 種 �
�
補 聴 器 外 来 �
�
内 視 鏡 �

13：30～�
�
9：00～�
�
8：30～11：00

  9:00̃15:00まで�第４（水）� 24 8:30̃11:00



■この用紙は地球環境保護のため再生紙を利用しています。
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　平成16年に対馬人権擁護委員協議会が製作した人権リレー紙しばい「ジュン、一人で行くんだ」が、
長崎県人権啓発活動ネットワーク協議会（長崎地方法務局・長崎県・長崎人権擁護委員連合会）により
500部再版され、県内のすべての小学校（416校）へ配布後、子ども達の人権教育に使用されることに
なりました。
　この紙しばいは、ツシマヤマネコを主人公にした物語で、原作は人権擁護委員の菅野慶全さんが担当。
絵は豊小学校の当時の４年生が描きました。完成後、新聞や全国の人権擁護委員、自治体等に配布され
ている「人権のひろば」の誌上に広く紹介され、好評を得たことから再版が決定されたものです。
　配布先の小学校では、人権擁護委員が出向いて紙しばいを上映し、子どもらに「いじめ」が人権侵害
であることや、お互いの異なる点を個性として尊重するなどの人権意識を養うことを目的とした活動に
活かされます。

　春の陽気に包まれた３月17日、市内の多くの小学校が
卒業式を迎えたこの日、厳原町の内院小学校では、たっ
たひとりの卒業生が卒業式を迎えました。
　この日の主役である江口悠真くん（12歳）は、５名の
在校生（２年生２人、３年生１人、５年生２人）と恩師
らに見送られ、思い出の詰まった学びやを後にしました。
　式の中、山川勝久校長は卒業証書を手渡した後、「中
学校では当初戸惑うこともあると思いますが、小学校で
学んだ事をもとに頑張って下さい」と江口くんを激励。
在校生たちは「内院小で過ごした思い出を胸に、中学校
ではたくさんの友達を作って新しい世界を広げてくださ
い」とはなむけの言葉を贈りました。
　４月からスクールバスで久田中学校へ通うという悠真
くんは、「僕が卒業しても、仲の良い内院小学校を作っ
ていってください」と後輩に言葉をかけ、「中学校では、
友達をたくさん作って楽しく過ごしたいです」と希望
を述べていました。
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